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「去 國 集 」の成立と そ の 意 義
藤田一乗
序
1 9 2 0 年 、中 国 で 最 初 の 白 話 で 書 か れ た 詩 集 が 出 版 さ れ た 。そ れ が 『嘗 
試 集 』で あ る 。こ の 詩 集 は発売から版を重ね、四版の出版の時にはすでに 
一 万 部 を 売 っ た ベ ス ト セ ラ ー の 詩 集 と な り 、多 く の 文 学 者 に も 多 大 な 影  
響 を 与 え た 。
『嘗 試 集 』は 二 つ の 詩 集 か ら で き て い る 。一 つ は 白 話 で 書 か れ た 「嘗試 
集 」、も う 一 つ は 文 言 で 書 か れ た 付 録 の 「去 國 集 」で あ る 。当時文壇の中心 
で 文 学 革 命 を 主 張 し て い た 胡 適 が 、白 話 詩 を 自 ら 作 り 出 版 す る こ と は 、 
新 文 学 を 推 進 す る 上 で 大 き な 力 に な っ た の は 間 違 い な い 。ではその重要 
な 『嘗 試 集 』の 中 に 何 故 文 言 で 書 か れ た 「去 國 集 」を付録で付ける必要があ 
ったのか。
.この論文では、以 下 に 「去 國 集 」の成立とその意義を探っていきたい。
第 一 章 「去 國 集 」の成立過程
『嘗 試 集 』は 1 9 2 0 年 3 月 に 亜 東 図 書 館 か ら 出 版 さ れ た 。この詩集の作品 
の 作 成 時 期 は バ ラ バ ラ で あ る が 、大 き く 二 つ に 区 分 さ れ て い る 。1 9 1 6 年 
以 前 の 文 言 詩 は 「去 國 集 」として、そ れ 以 後 の 白 話 詩 は 「嘗 試 集 」としてま 
とめられている。
で は 、「去 國 集 」の 雛 形 は い つ 頃 に で き た の で あ ろ う か 。アメリカ留学 
中の生 活 は も と よ り 、思 想 や 哲 学 な ど を 詳 細 に 書 き 留 め て い る 『蔵暉室箚 
記 』（以 下 『箚 記 』と略称）（1)に よ る と 、最 初 に 「去 國 集 」の言葉が出てくる 
のは、191 6年 7 月3 0 日〈一首白話詩引起的風波〉で、そ れ に は 、
吾 自 此 以 後 ，不 更 作 文 言 詩 詞 。吾 之 《去 國 集 》，乃 是 吾 絶 筆 的 文 言 韻 文  
也 。
[私 は こ れ 以 後 、文 言 の 詩 詞 を 作 る こ と は も は や な い 。私 の 「去 國 集 」 
は、私 の 絶 筆 の 文 言 の 韻 文 で あ る 。]
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と あ り 、「去 國 集 」を 最 後 の 文 言 作 品 を 集 め た 詩 集 と 宣 言 し て い る 。こ 
の 時 期 の 胡 適 は 友 人 達 と の 間 で 白 話 詩 に つ い て 激 論 を 交 わ し て い た 真 最  
中 で あ り 、こ れ は 文 言 詩 に 対 す る 絶 縁 を 誓 っ た も の で あ る 。そしてこの 
時 す で に 「去 國 集 」という詩集、そ れ も 文 言 詩 を 集 め た も の が 何 ら か の 形  
で 胡 適 の 手 元 に あ っ た こ と を 示 し て い る (2)。以 下 に こ の 「去 國 集 」を詳し 
くみていくが、参 考 ま で に 「嘗試集」にも少し触れておく。
「嘗 試 集 」は、これも『箚 記 』に よ る と1 91 6 年 9 月3 日〈嘗 試 歌 有 序 〉で言 
及 し て い る 。こ れ は 後 に 「嘗 試 集 」の 中 に 〈嘗 試 篇 〉として収められる代序 
で あ り 、詩 で は な い 。詩 集 と し て は 、1 9 1 6 年 9 月 1 6 日〈改 舊 詩 〉で 、「（上 
記 に 詩 が 二 首 有 り ）第 一 首 可 入 《嘗 試 集 》，第 二 首 但 可 入 《去 國 集 》。」とあ 
り、「去 國 集 」と同様、こ の 時 期 す で に 「嘗 試 集 」という詩集があったこと 
を 示 し て い る 。また、
一 九 一 七 年 十 月 ，適 之 拿 這 本嘗試集第一集給我看。
[1 9 17 年 10 月、適 之 が 『嘗試集』第一集を持ってきて私に見せた。]
と『嘗 試 集 』の銭玄同の序文⑶で言っていることから、1917年には帰国 
後 に 知 り 合 っ た 人 間 に も 目 を 通 し て も ら っ て い た こ と が わ か る 。
しかし1920年 に 出 版 さ れ た 『嘗試集』と1 91 6 年 に 存 在 し た 「嘗試集」は 
大 幅 に 違 っ た も の で あ っ た で あ ろ う 。何 故 な ら 出 版 さ れ た 「嘗 試 集 」の作 
品 の 多 数 は 、1917年以後の作品で占められているからである。
第 二 章 「去 國 集 」の作品
1 .初版と四版の異同
1 9 2 0 年 3 月 に 『嘗試集』は出版され、その 後 同 年9 月には早くも再版し、 
1 9 2 2 年 1 0 月 に 増 訂 四 版 が 出 版 さ れ た (4)。そ の 都 度 「去 國 集 」は付録とし 
て 巻 末 に 収 録 さ れ て い た 。し か し そ の 内 容 は 版 毎 に 異 な っ て い た 。先ず 
初 版 と 四 版 の 「去 國 集 」の作品の異同をみていく（5)。
最 初 に 初 版 の 「去 國 集 」の作品を挙げると、
1 〈去 國 行 二 章 〉、2 〈翠 樓 吟 〉、3 〈水 龍 吟 •綺 色 佳 秋 蟇 〉、4 〈耶蘇誕節 
歌〉、5 〈大 雪 放 歌 〉、6 〈久雪後大風寒甚作歌〉、7 〈哀 希 臘 歌 The  Isles  
o f  G re e c e 〉、8 〈游 影 飛 児 瀑 泉 山 作 〉、9 〈自殺篤〉、1 0 〈送許肇南先甲歸 
國〉、1 1 〈墓 門 行 〉、1 2 〈満 庭 芳 〉、1 3 〈水 調 歌 頭 今 別 離 有 序 〉、1 4 〈臨江
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仙〉、1 5 〈將 去 綺 色 佳 ，叔永以 詩 贈 別 。作 此 奉 和 。即以留別〉、1 6 〈沁園春〉、 
1 7 〈送 梅 覲 莊 往 哈 佛 大 學 〉、1 8 〈相 思 〉、1 9 〈秋 聲 有 序 〉、2 0 〈秋 柳 〉、21 
〈沁 園 春 誓 詩 〉、以 上 計2 1 作品である。
次 に 四 版 の 「去 國 集 」は、
4 〈耶 蘇 誕 節 歌 〉、5 〈大雪 放 歌 〉、6 〈久 雪 後 大 風寒甚作歌〉、7 〈哀希臘歌  
T he  Is les  o f G re e ce 〉、9 〈自殺篇〉、2 2 〈老 樹 行 〉、1 2 〈満 庭 芳 〉、14 
〈臨 江 仙 〉、1 5 〈將 去 綺 色 佳 ，叔 永 以 詩 贈 別 。作 此 奉 和 。即 以 留 別 〉、1 6 〈沁 
園 春 〉、1 7 〈送 梅 覲 莊 往 哈 佛 大 學 〉、1 8 〈相 思 〉、1 9 〈秋 聲 有 序 〉、2 0 〈秋 
柳 〉、2 1 〈沁 園 春 誓 詩 〉。以 上 計15作品である。
この内、初 版 に あ っ て 四 版 に な い 詩 は 、1 〈去 國 行 二 章 〉、2 〈翠 樓 吟 〉、 
3 〈水 龍 吟 •綺 色 佳 秋 募 〉、8 〈游 影 飛 児 瀑 泉 山 作 〉、1 0 〈送 許 肇 南 先 甲 歸  
國〉、1 1 〈墓 門 行 〉、1 3 〈水 調 歌 頭 今 別 離 有 序 〉の計7作 品 。
四 版 に あって初版にないものは、2 2 〈老樹行〉の1作 品 の み で あ る 。
こ れ か ら わ か る よ う に 初 版 か ら 四 版 に な る と 、「去 國 集 」の詩はかなり 
減 少 し て い る 。四版では初版にあった詩が7首も削られたのは何故であろ  
うか。まず胡適自身の第四版自序から出版された状況をみると、
現 在 新 詩 的 討 論 時 期 ，漸漸的過去了。
[今 は 新 詩 の 討 論 す る 時 期 が 、徐々に過ぎ去って行った。]
初 版 が 出 版 さ れ た 時 期 の よ う に 新 詩 を 討 論 す る 時 期 は 過 ぎ 去 り 、現在 
は、
新 詩 的 作 者 也 漸 漸 的 加 多 了 。
[新詩の作者も徐々に増えていっている。]
新詩を作る人間が増 加 し て い る 時 期 で あ る と し た 。これは1 92 2 年には 
世 の 中 に 新 詩 は 少 し ず つ で は あ る が 受 け 入 れ ら れ た と の 認 識 で あ っ た 。 
そ し て こ の 運 動 の 進 展 具 合 を 纏 足 を 外 し た 女 性 に 喩 え 、「但是纏過脚的婦  
人 永 遠 不 能 恢 復 他 的 天 然 脚 了 。我 現 在 把 我 這 五 六 年 的 放 脚 鞋 樣 ，重新挑選  
了 一 遍 ，刪 去 了 許 多 太 不 成 樣 子 的 或 可 以 害 人 的 」と、この5 、6 年の作品を  
選 び 直 し 、多 く の 詩 詞 と し て の 体 を 成 さ な い も の や 、人を 傷 つ け る も の  
は 削 除 の 対 象 と な っ た 。こ の 削 除 の 方 針 は 「去 國 集 」の 作 品 に も 及 び 、大 
幅な改訂が行われ た と 考 え ら れ る 。
続 け て 「去 國 集 」の 序 を 見 て い こ う 。こ れ は 版 を 問 わ ず 同 じ 文 で あ る 。
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そ れ は 、
胡 適 既 已 自 誓 將 致 力 於 其 所 謂 『活 文 學 』者 ，乃 刪 定 其 六 年 以 來 所 爲 文  
言 之 詩 詞 ，寫 而 存 之 ，遂 成 此 集 。名 之 曰 去 國 ，斷 自 庚 戌 也 。（中略）集中 
詩 詞 ，一 以 年 月 編 纂 ，欲 稍 存 文 字 進 退 ，及思想變遷之迹焉爾。
[胡 適 は 既 に 自 ら 所 謂 『活 文 学 』に尽力することを誓い、この六年以来 
の 文 言 で 書 い た 詩 詞 を 削 除 し 、書 い て 残 っ て い る も の を 、この詩集 
と し て 編 纂 し た 。こ れ を 名 づ け て 去 國 と い い 、庚 戌 （1 9 1 0 年 、筆者 
注 ）以 後 の も の を 集 め た 。（中略）集 の 中 の 詩 詞 は 、年月で編纂してあ 
る が 、文 学 の 進 退 、思想変遷の跡を些か留めたいがためである。]
こ の 「去 國 集 」は、ア メ リ カ 留 学 期 の 胡 適 の 文 学 に 対 す る 理 解 の 度 合 い  
と 思 想 変 遷 の 跡 を 読 者 に 示 し た も の で あ り 、それを 通 し て 読 者 は 文 言 詩  
か ら 白 話 詩 へ の 移 行 を 知 る こ と が で き る 。
そ の 変 遷 を 示 す に あ た り 、新 詩 が 世 の 中 に 受 け 入 れ ら れ つ つ あ っ た 19 
2 2 年 に は 、〈去 國 行 二 章 〉、〈翠 樓 吟 〉、〈水 龍 吟 •綺 色 佳 秋 募 〉、〈游影飛児 
瀑 泉 山 作 〉、〈送 許 肇 南 先 甲 歸 國 〉、〈墓 門 行 〉、〈水 調 歌 頭 今 別 離 有 序 〉の 
一 部 は 、文 学 に 対 す る 理 解 の 度 合 い と 思 想 変 遷 の 跡 を 示 す の に 役 に 立 た  
な く な っ た こ と も 削 除 の 理 由 の 一 つ で あ ろ う 。如 何 に 文 言 詩 を 集 め た 「去 
國 集 」で あ っ て も 、収 録 さ れ て い る 詩 詞 は 、単 な る 文 言 詩 で は な く 、胡適 
の 思 想 の 進 化 が 現 れ て い る 、い わ ば 古 典 詩 か ら 新 詩 へ の 過 程 の 詩 が 「去國 
集 」に は 集 め られているのである。
そ れ で は 四 版 で 削 ら れ た 詩 と は ど の よ う な も の だ っ た の か 。少し触れ 
て お く 。
1 〈去 國 行 二 章 〉、2 〈翠 樓 吟 〉、3 〈水 龍 吟 •綺 色 佳 秋 蟇 〉の作品はそれぞ 
れ 1 9 1 0 年 、1 9 1 0 年 、1 9 1 2 年 に 作 ら れ た 作 品 で 、胡適の留学初期の作品 
で あ る 。ま た 『箚 記 』に は 〈水 龍 吟 •綺 色 佳 秋 蟇 〉が 1 9 1 2 年 1 1 月6 日〈水龍 
吟送秋〉とある以外、残 り の 二首は記述がない。
そ の 内 容 は 、〈去 國 行 二 章 〉は 五 言 二 十 四 句 、二 章 か ら な る 詩 で 、祖国 
を 去 り ア メ リ カ に 留 学 に 行 く そ の 心 情 を 船 の 上 で 吐 露 し た 作 品 で あ る 。 
そ の 最 初 の 箇 所 を 見 て み る と 、
木 葉 去 故 枝 ，遊 子 將 遠 離 。故 人 與 昆 弟 ，送 我 江 之 湄 。執 手 一 爲 別 ，慘愴 
不 能 辭 。
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[木 の 葉 、故 枝 よ り 去 り /遊 子 將 に 遠 離 せ ん と す /故 人 と 昆 弟 /我 を  
江 の 湄 に 送 る /手 を 執 り 一 た び 別 れ を 爲 す も /慘 愴 と し て 、辭する 
こと能わず]
友 人 や 兄 弟 と の 別 れ を 惜 し ん で い る 。この時実際に兄の胡紹之が見送 
りに行っているので、或は彼に送った送別の詩かもしれない。
〈翠 樓 吟 〉は 詞 牌 が 付 い て い る こ と か ら わ か る よ う に 詞 で あ る 。胡適は 
詩 だ け で な く 詞 も 多 数 作 っ て い た 。こ れ は その中でも初期に作られた作 
品 で あ る 。そ の 内 容 は ア メ リ カ の イ サ カ に 着 い た 胡 適 が そ の 周 辺 の 山 に  
行 き 、風 景 と 故 郷 へ の 想いを詠んだ作品である。その描写は、
霜 染 寒 林 ，風 摧 敗 葉 ，天涯第一重九。登臨山徑曲，聽 萬 壑 松 濤 驚 吼 。
[霜 、寒 林 を 染 め /風 、敗 葉 を 摧 し /天 涯 第 一 の 重 九 /登 臨 し 山 徑 曲  
り /萬 壑 松 濤 の 驚 吼 を 聽 く ]
と 始 ま り 、後 半 で は 自 分 を 旅 人 に 準 え て 郷 愁 の 思 い を 詠 ん で い る 。こ 
れ 拉 胡 適 が ア メ リ カ に つ い て 早 々 の 作 品 で あ り 、2 0 歳の青年の正直な気 
持 ち が 詠 ま れ て い る 。
〈水 龍 吟 •綺 色 佳 秋 暮 〉も詞牌の名前が付いていることから、詞であるの 
が 分 か る 。こ の 内 容 は 副 題 か ら わ か る よ う に イ サ カ の 秋 の 風 景 を 詠 ん だ  
作 品 で あ る 。その最初の 部 分 は 、
無 邊 橡 紫 楡 黄 ，更靑靑映 松 無 敷 。平 生 毎 道 ，一年佳景，莫如 秋 暮 。
[邊 な く 、橡 は 紫 ；楡 は 黄 /更 に 靑 靑 と し て 松 を 映 す こ と 無 敷 /平 生  
毎 に 道 う /一 年 の 佳 景 /秋 蟇 に 如 く は 莫 し と ]
とあり、秋のーコマ を 詠 ん で い る 。
上 記 の 三 作 品 は い ず れ も 内 容 的 に は そ ん な に 優 れ た も の で は な く 、題 
材 と い い 、形 式 と い い 、そ の 後 見 ら れ る よ う な 実 験 的 な も の は な い 。それ 
ら は ア メ リ カ に 留 学 に 行 っ て 間 も な い 頃 の 作 品 で あ り 、自分が留学する 
に あ た っ て 経 験 し た 別 れ や 、新 天 地 の 環 境 を 詠 ん だ に 過 ぎ な い 。その後 
見 ら れ る よ う な 題 材 や 用 語 等 形 式 的 な 面 で の 目 新 し さ は な く 、従来の伝 
統 的 な 詩 の 作 品 群 だ と 言 え よ う 。
8 〈游 影 飛 児 瀑 泉 山 作 〉は、「去 國 集 」では三年五月十三日とあり、『箚記』 
には191 4年 6 月 1 2 日〈遊英菲兒瀑泉山三十八韻〉とあり、「去 國 集 」にはな 
い 序 と 追 記 が あ る 。『箚 記 』は 五 言 百 四 句 か ら 成 り 、「去 國 集 」では五言六
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十 四 句 か ら 成 っ て お り 、半 分 近 く 削られている。
内 容 は 「春 深 百 卉 發 ，羈 人 思 故 園 ，良 友 知 我 懷 ，約 我 遊 名 山 。」と 始 ま り 、
エ ン フ イ ー ル ド の 滝 へ ピ ク ニ ッ ク に 行 っ た こ と を 詠 ん で あ る 。さらにこ 
の 序 の 最 後 に 、王 介 甫 の 『褒 禪 山 記 』に 似 て い る 記 述 が あ る が 、新しい試 
み 等 は 見 当 た ら な い 。しかし『箚 記 』の 方 に は 重 要 な 追 記 が あ り 、それは 
また後に触れる。
1 0 〈送 許 肇 南 先 甲 歸 國 〉は 「去 國 集 」では三 年 八 月 十 四 日 と あ り 、『箚記』 
で も 同 日 に 〈送 許 肇 南 歸 國 〉とある。「去 國 集 」で は 詩 の み で あ る が 、『箚 
記 』に は 短 く 許 肇 南 の 帰 国 に 際 し 、こ の 詩 を 作 っ た と 述 べ て あ る 。詩自体 
は 、「秋 風 八 月 送 殘 暑 ，天 末 忽 逢 故 人 許 。烹 茶 斗 室 集 吾 侶 ，高 談 奕 奕 忘 夜  
午 。」と始まる送別の詩である。
1 1 〈墓 門 行 〉は 「去 國 集 」では四年四月 十 二 日 と あ り 、『箚 記 』でも同日に 
同 題 で あ る 。英 語 の 詩 を 中 国 語 に 訳 し た 詞 で あ り 、両 方 に 原 文も記載さ 
れ て い る 。ま た 「去 國 集 」の序文の方が詳しくなっている。
内 容 は 原 文 の 詩 の 形 式 （三 段 落 か ら な り 、段 落 の 間 に は 一 行 あけてい 
る）を 忠 実 に 写 し 、中 国 語 訳 も 三 段 落 か ら 成 る 。こ の 段 落 分 け は 胡 適 の 一 
つ の 実 験 で あ る が 、こ れ の 前 に 掲 載 さ れ て い る 詩 に も そ の 実 験 が す で に  
試 み ら れ 、訳 詩 も 〈哀 希 臘 歌 The  Is les  o f G reece〉があり、こ の 〈墓 
門行〉独 自 の 実 験 は な い 。
1 3 〈水 調 歌 頭 今 別 離 有 序 〉は 「去 國 集 」で は 四 年 八 月 三 日 と あ り 、『箚 
記 』で も 同 日 に 〈水 調 歌 頭 〉〈今 別 離 〉とある。こ れ も 〈墓門行〉等 と 同 様 、胡 
適 が 自 分 で 書 い た 英 語 の 詩 を 中 国 語 に 訳 し た 詞 で あ り 、前 段 、後段の二 
段 か ら 成 っ て い る 。しかしここでも独自の実験的なものはない。
そ れ で は 、な ぜ こ れ ら の 詩 が 四 版 で は 削 除 さ れ た の で あ ろ う か 。それ 
は 容 易 に 答 え が 見 出 せ な い が 、一 つ に は 、単 に そ の 当 時 感 じ た こ と を 詩  
に し た だ け で あ っ た り 、ま た そ の 詩 で 示 し た 実 験 的 な 意 味 合 い が 薄 れ て  
し ま っ て い る 、或 は そ の 試 み が 「去 國 集 」内で重複してしまっているから 
で は な い か 。四 版 が 出 版 さ れ た 1 9 2 2 年 で は 、もはや胡適の思想過程の出 
発 点 で あ る 古 典 詩 や 、実 験 的 な 意 味 合 い の 薄 い も の を 読 者 に 示 し て も 、 
す で に 新 詩 の 洗 礼 を 受 け た 読 者 に は も は や 何 の 役 に も 立 た な い 、それ故 
に削除された の で は な い か 。
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二 つ 目 に は 、恐 ら く そ れ に は 周 り の 人 間 の 助 言 も あ っ た で あ ろ う 。四 
版 の 自 序 に は 、
刪 詩 的 事 ，起 于 民 國 九 年 的 年 底 。當時我自己刪了 一 遍 ，把 刪 賸 的 本 子 ， 
送 給 任 叔 永 陳 莎 菲 ，請他們再 刪 一 遍 。後 來 又 送 給 『魯 迅 』先生 刪 一 遍 。 
[詩 を 削 除 す る こ と は 、民 国 九 年 の 末 に 始 ま っ た 。当時私は自分で一 
度 削 除 し 、削 除 し 残 っ た 本 を 、任 叔 永 、陳 莎 菲 に 送 っ て 、彼らにもう 
一 度 削 除 を 頼 ん だ 。そ の 後 『魯 迅 』先 生 に も 送 り 、削 除 し て も ら っ  
た。]
任 叔 永 、陳 莎 菲 、魯 迅 は も ち ろ ん 、さ ら に 兪 平 伯 に も 掘 削 を 頼 ん で い  
る。実 際 に 魯 迅 、兪 平 伯 は 「嘗試集」の 〈江 上 〉、さ ら に 魯 迅 は 〈礼 〉を削除す 
る こ と を 勧 め て い る (6)。お そ ら く 「去 國 集 」の 作 品 も 彼 等 の 添 削 に あ っ た  
で あ ろ う 。これも削除の理由の一つと考えられる。
そ れ で は 、削 除 さ れ ず 残 っ た 詩 詞 は 、如 何 な る 意 図 で 「去 國 集 」として 
編 纂 さ れ た の か 。そ れ を 以下で検討していく。
先 に 「去 國 集 」の 自 序 を 見 た が 、そ れ に は 胡 適 が ア メ リ カ に 留 学 し て い  
た 間 に 書 い た 文 言 の 詩 詞 を 残 し 、そ れ を 詩 集 と し て ま と め 、「去 國 」と名 
づ け た 。活 文 学 を 提 唱 す る 自 分 が 文 言 の 詩 詞 を 残 す 理 由 は 、「集の詩詞は 
年 月 で 編 纂 し 、た だ 文 字 の 進 退 及 び 思 想 の 変 遷 を 少 し 留 め て お き た い だ  
けである」と述べてあった。そして作品はほぼ作成年通りに収録されてい 
る。し か し 文 学 の 進 退 と 思 想 の 変 遷 と は 具 体 的 に 何 を 意 味 す る の か 。そ 
れ を 明 ら か に す る に は 「去 國 集 」だ け で は な く 、『箚 記 』と対照してよりそ 
の 意 図 が 明 ら か に な っ て い く 。そ こ で 以 下 に 主 要 と 思 わ れ る 詩 を 「去國 
集 」と『箚記』を照らし合わせて検討していく。
2 .作品内容
a .〈耶 蘇 誕 節 歌 〉〈大 雪 放 歌 〉
〈耶 蘇 誕 節 歌 〉は 「去 國 集 」で は 二 年 十 二 月 二 十 六 日 と あ り 、『箚 記 』でも 
同 曰 に 〈耶 蘇 誕 日 詩 〉と あ る 。「去 國 集 」〈耶 蘇 誕 節 歌 〉の一部分を挙げる 
と、
冬 青 樹 上 明 纖 炬 ，冬 靑 樹 下 謹 兒 女 ，高 歌 頌 神 歌 且 舞 。朝 来 阿 母 含 笑 語 ： 
『兒 輩 馴 好 神 佑 汝 。竈前 懸 襪 靑 絲 縷 。竈突 神 下 今 夜 午 ，朱 衣 高 冠 鬚 眉
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古 。神 之 來 下 不 可 覩 ，早睡愼母 干 神 怒 。』
[冬 靑 樹 上 、纖 炬 明 ら し /冬 靑 樹 下 、兒 女 謹 し /高 歌 し 神 を 頌 え 、歌 
い 且 つ 舞 う /朝 來 り て 、阿 母 笑 い を 含 ん で 語 る ：Z 『兒 輩 馴 好 な れ  
ば 、神 汝 を 佑 く /竈 前 、襪 を 懸 く 、靑 絲 の 縷 / 竈突 よ り 神 下 る 、今夜 
の 午 Z 朱 衣 高 冠 に し て 鬚眉 古 く /神 の 来 り 下 る 、覩 る 可 か ら ず /早  
睡 し 、愼しんで神怒 を 干 す な か れ 』と]
異 国 で 目 の 当 た り に し た ク リ ス マ ス と い う 中 国 に は な い 習 慣 を 詠 ん だ  
詩 で あ る 。こ の 詩 は 若 干 の 本 文 の 異 同 は あ る が 、大 き な 違 い は 自 注 が あ  
る か な い か で あ ろ う 。『箚 記 』には、「纖 炬 」は 「廿 四 日 爲 聖 誕 夕 ，家家庭中 
供 柏 一 巨 枝 ，飾 以 綵 線 ，枝 上 遍 燃 小 燭 無 数 ，名 聖 誕 節 樹 」と、「竈 突 神 」は 「神 
自突」となっており、「煙囪」と、引用していないが、後 半 部 分 の 「夜 來 一一 
神 所 予 」は 「俗 懸 小 兒 女 襪 於 竈 前 ，謂 有 神 名 聖 大 克 羅 者 ，將 自 竈 突 下 ，以食物 
玩 具 置 襪 中 ，蓋 父 母 爲 之 也 」と、「天 下 主 」は 「耶 教 徒 稱 耶 蘇 爲 上 帝 之 子 」 
と、そ れ ぞ れ 自 注 が あ る 。何 故 自 注 を 削 除 し た の か 、紙面の都合で削除し 
た の か 、胡 適 が 珍 し い 風 俗 と 感 じ 、こ の 注 を つ け た が 、1 9 2 0 年当時には 
す で に ク リ ス マ ス と い う 習 慣 が 一 般 に 知 ら れ て い た の か 、それとも一般 
読 者 が 対 象 で は な く 、始 め か ら 欧 米 の 習 慣 を 熟 知 し て い る イ ン テ リ 層 に  
向 け て 発 信 す る つ も り で あ り 、このよう な 注 は 必 要 で は な い と 考 え た か  
ら で あ ろ う か 、疑 問 は 残 る 。し か し 文 化 の 違 い を 読 者 に 伝 え る こ と を 目  
的 の 一 つ と し た の は 間 違 い な く 、こ の よ う に細かく記述していることか 
ら、胡 適 自 身 相 当 ク リ ス マ ス の 印 象 が 深 く 残 っ た の で あ ろ う 。これはそ 
れ ま で に は 考 え ら れ な い よ う な ア メ リ カ の 習 慣 を 題 材 と し て 詩 に 用 い て  
お り 、一 つ の 実 験 で あ る 。
ア メ リ カ の 生 活 の ー コ マ を 描 い た も の で は 、〈大 雪 放 歌 〉もこの部類に 
入る。
こ の 詩 は 「去 國 集 」で は 二 年 十 二 月 、『前 記 』で は 1 9 1 4 年 1 月2 3 日〈『大 
雪 放 歌 』和 叔 永 〉とあり、〈耶 蘇 誕 節 歌 〉と 同 じ 頃 に 作 ら れ た 詩 で あ る 。詩 
そ の も の は 、「去 國 集 」『箚 記 』共 あ ま り 変 り が な い 。これは任叔永との約 
束 で 、任 が 四 首 の 詩 を 作 る ご と に 胡 適 が 一 首 作 る と の 約 束 で 、作成した 
詩 で あ る t7)。そ の 内 容 は ク リ ス マ ス に 降 っ た 初 雪 か ら 始 ま り 、そ の 雪 、外 
の 景 色 の 描 写 、そ し て コ ー ト を 羽 織 っ た 老 農 夫 が ソ リ に 乗 っ て 市 場 に い
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く。そ の 道 す が ら 知 り 合 い に 会 い 、言 葉 を 交 わ す 。道にははしやいでいる 
女 の 子 が 、ス テ ィ ッ ク と ス ケ ー ト 靴 を 手 に も っ て い る こ と 等 が 描 写 さ れ  
て お り 、ア メ リ カ で の 冬 の 光 景 の ー コ マ を 詠 ん だ も の で あ る 。「去 國 集 」 
の 詩 の 後半では、
路 旁 謹 呼 小 兒 女 ，冰 槳 鐵 屐 手 提 挈 。昨 夜 零 下 二 十 度 ，湖 面 凍 合 堅 可 滑 。 
客 子 踏 雪 来 復 去 ，朔風齧膚手皴裂。
[路 旁 謹 呼 す 、小 兒 女 /冰 槳 、鐵 屐 、手 ず か ら 提 挈 す /昨 夜 零 下 二 十  
度 /湖 面 凍 合 し 、堅 に し て 滑 る 可 し /客 子 、雪 を 踏 み 、來りて復た去 
り /朔 風 、膚 を 齧 み 、手皴裂す]
とあり、『箚記』で は 「冰漿」の 後 に 「h o c k e y  s t ic k 」、「鐵 屐 」は 「踏冰所 
用」と 注 釈 ま で 付 け て 、〈耶 蘇 誕 節 歌 〉と同様、中国にはない風俗や物を書 
いている。
b . 〈久 雪 後 大 風 寒 甚 作 歌 〉
こ れ は 「去 國 集 」では三年正月とあり、『箚記』で は 1914年 1月2 9 日に同 
題 で あ る 。「去 國 集 」〈久 雪 後 大 風寒甚作歌〉の前半部分を挙げると、.
夢 中 石 屋 壁 欲 揺 ，夢回窗外風.
怒 號 ，澎 湃 若 擁 萬 頃 濤 。
侵 晨 出 門 凍 欲 僵 ，冰風挟雪捲 
地 狂 ，齧 肌 削 面 不 可 當 。
與 風 寸 歩 相 撑 支 ，呼吸梗絶氣 
力 微 ，漫 漫 雪 霧 行 徑 迷 。
[夢 中 の 石 室 、壁 揺 れ ん と 欲 し /夢 よ り 回 り 、窗 外 、風 怒 號 し 、澎湃た 
ること、萬 頃 の 濤 を 擁 く が 若 し /侵 晨 門 を 出 で 、凍 え 僵 れ ん と 欲 し / 
冰 風 、雪 を 挟 み 、地 を 捲 き 狂 い /肌 を 齧 み 面 を 削 り て 當 る 可 か ら ず / 
風 と 寸 歩 し 相 撐 支 し 、呼 吸 梗 絶 し 、氣 力 微 か な り /漫 漫 た る 雪 霧 、行 
徑 に 迷 う ]
とある。詩 は 数 力所 異 同 が あ る が 、意 味 が 大 き く 変 わ る 程 で は な い 。内 
容 は 厳 冬 の 様 子 を 描 い た 作 品 で あ る 。こ こ で の 注 目 す べ き 箇 所 は 、詩の 
書 き 方 で あ る 。
一 見 し て 分 か る よ う に 三 句 で 一 ま と ま り に な っ て い る 。この試みは『嘗
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試 集 』自序の中でも言及している。
「去 國 集 」裏 的 「耶 蘇 誕 節 歌 」和 「久 雪 後 大 風 寒 甚 作 歌 」都帯有試 験 意  
味。後 來 做 「自殺篇」，完 全 用 分 段 作 法 ，試験的態度更顯明了。
[ 「去 國 集 」の 〈耶 蘇 誕 節 歌 〉と 〈久 雪 後 大 風 寒 甚 作 歌 〉はいずれも試験 
の 意 味 が あ る 。後 に 〈自 殺 篇 〉を 作 り 、そ れ は 完 全 に 段 落 分 け を 使 用  
しており、試験の態度が更 に 明 確 に な っ て い る 。]
段 落 分 け と い う 今 で は あ り ふ れ た 形 式 さ え も 、この当時では改革の一 
つ で あ り 、胡適は形式の改良に手 を つ け た こ と が わ か る 。
と こ ろ で 、こ の ま と ま り の 意 味 は 「去 國 集 」を見ているだけでは段落を 
分 け て い る だ け に 見 え る 。だ が も う 少 し 違 っ た 意 味 合 い も あ る 。それは 
『箚 記 』を見ればわかる。
『箚 記 』の詩の追記には、以下のような文がある。
此 詩 用 三 句 轉 韻 體 ，乃 西 文 詩 中 常 見 之 格 ，在 吾 國 詩 中 ，自謂此爲創見 
矣 。
[こ の 詩 で は 三 句 転 韻 体 を 使 用 し て お り 、西洋の詩ではよく見られる 
型 で あ る が 、吾 が 国 の 詩 で は 、これが初めてであろう。]
三 句 転 韻 体 と い う 新 た な 詩 形 を 用 い た と 述 べ て い る 。この三句転韻体 
の こ と は 『箚 記 』で度々触れており、例 え ば 1 9 1 4 年 5 月3 1 日〈山谷之三句 
転 韻 体 詩 〉、1 9 1 5 年 2 月 1 1 日〈三 句 転 韻 体 〉(8)や 四 版 の 「去 國 集 」に掲載さ 
れ て い る 〈老 樹 行 〉の 自 抜 に も 全 く 同 じ よ う に 「此 詩 用 三 句 轉 韻 體J との言 
及 箇 所 が あ る 。
こ の 西 洋 詩 の 特 徴 の 一 つ で あ る と 胡 適 が 認 識 し て い た 詩 体 を 「去 國 集 」 
に 収 録 し て い る の は 、ア メ リ カ 留 学 時 代 の 文 学 思 想 の 変 遷 で 重 要 な 部 分  
を占めていると考 え て い た か ら で あ ろ う 。
c .〈哀希臘歌 The  Isles o f  G reece〉
訳 詩 、訳 詞 を 胡 適 は 度 々 書 い て い る が 、こ の 作 品 は 最 も 早 い 作 品 で あ  
り、そ の 字 数 も 最 も 多 い 。こ れ は 「去 國 集 」で は 五 年 五 月 H■• —夜 と あ り 、 
『箚 記 』で は 1 9 1 4 年 2 月3 日〈裴 倫 『哀 希 臘 歌 』〉とある。これはバイロンの 
『ド ン •ジ ュ ア ン 』の一節を中国訳したものあり、そ の 構 成 は 、1 6 の節から 
成 り 、若 干 の 異 同 は あ る が 、詩 そ の も の は 「去 國 集 」『箚記』に大差はない。
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ま た 「去 國 集 」は 序 文 、原 文 と 注 釈 が あ り 、『箚 記 』には序文と追記がある  
が、原 文 は 載 せ て い な い 。
大 き く 異 な る 点 は 序 文 と 追 記 で あ ろ う 。『箚記』の 序 文 は 「去 國 集 」のと 
比 べ 短 く 、今 ま で こ の 作 品 を 訳 し た 中 国 人 を 挙 げ そ の 欠 点 に 触 れ て い る  
だ け だ が 、「去 國 集 」で は 作 者 で あ る バ イ ロ ン の 略 歴 と そ の 文 学 史 上 の 位  
置 、『ド ン •ジ ュ ア ン 』の 内 容 な ど 細 か く 記 し て あ る 。出 版 す る に 際 に 、当 
時 あ ま り 知 ら れ て い な か っ た バ イ ロ ン と 作 品 内 容 等 を 読 者 に 示 す 必 要 が  
あったのかもしれない。
今 具 体 的 に 異 な っ て い る 箇 所 を 以 下 に 挙 げ る 。『箚 記 』の序文では今ま  
で 訳 し た 三 人 一梁啓超、馬君武、蘇曼殊一を挙げ批評する。
玆 三 本 者 ，梁 譯 僅 全 詩 十 六 章 之 二 ；君武所譯多靴誤，有全章盡失原意者  
;曼 殊 所 譯 ，似 大 謬 之 處 尚 少 。而 兩 家 於 詩 中 故 實 似 皆 不 甚 嘵 ，故詞旨幽  
晦 ，讀 者 不 能 瞭 然 。
[ この 三 冊 で 、梁 の 訳 は 全 詩 十 六 章 の 内 二 章 し か 訳 し て い な い ；君武 
の 訳 し た 箇 所 は 、誤 謬 が 多 く 、全 章 悉 く 原 意 を 失 っ て い る ；曼殊の訳  
し た 箇 所 は 、大 き な 誤 謬 は 少 な い よ う で あ る 。しかし二人は詩中の  
故 事 に つ い て 理 解 し て い な い よ う で 、そ の 言 葉 の 意 味 は わ か り 難  
く、読 者 は は っ き り と 理 解 で き な い 。]
梁 啓 超 は 十 六 分 の 二 し か 訳 出 し て い な い 。馬 君 武 の 訳 は 誤 り が 多 く 、 
蘇 曼 殊 は 大 き な 誤 り が 少 な い 、し か し こ の 二 人 は 故 事 に 詳 し く な い の  
で、そ の 言 葉 は は っ き り と せ ず 、読 者 は 判 然 と し な い 。そこで門外漢では  
あ る が 私 が 訳 し て み よ う と 続 く の で あ る 。で は 「去 國 集 」の序はどうであ  
るか見てみると、
此 詩 之 入 漢 文 ，始 於 梁 任 公 之 『新 中 國 未 來 記 』小説。惟任公僅譯一三兩  
章 。其 後 馬 君 武 譯 其 全 文 ，刊 於 『新 文 學 』中。後 蘇 曼 殊 復以五言古詩譯  
之 。民 國 二 年 ，吾 友 張 耘 來 美 州 留 學 ，攜 有 馬 蘇 兩 家 譯 本 。余因得盡讀  
之 。頗 嫌 君 武 失 之 訛 ，而 曼 殊 失 之 晦 。訛 則 失 眞 ，晦 則 不 達 ，均非善譯者  
也。
[こ の 詩 が 中 国 の 文 章 に な っ た の は 、梁 任 公 の 『新 中 国 未 来 記 』の小説 
が 始 め て で あ る 。た だ 任 公 は 第 一 、第 三 の 二 章 訳 し た だ け で あ る 。そ 
の後、馬 君 武 が そ の 全 文 を 訳 し 、『新 文 学 』に載せた。そ の 後 、蘇曼殊
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も五言古詩で こ れ を 訳 し た (9)。民国二年、友人の張耘がアメリカに留 
学 に 来 て 、馬 、蘇 二 人 の 訳 本 を 携 え て い た 。私はこれを悉く読むこと 
が で き た 。そ し て 私 は 君 武 が 虚 偽 を 犯 し 、曼 殊 が 晦 渋 さ を 犯 し て い  
る こ と に 不 満 で あ っ た 。虚 偽 を 行 え ば 真 を 失 い 、晦 渋 さ は 達 せ ず 、両 
者 は 良 訳 で は な い 。]
こ の 文 章 が 上 記 の 『箚 記 』の 序 の 箇 所 に 当 た る が 、内容がより具体的に 
な っ て い る 。馬 君 武 の 虚 偽 と 蘇 曼 殊 の 晦 渋 、そ し て そ の 虚 偽 は 真 を 失 い 、 
晦 渋 さ で あ る か ら 達 し な い 、そ の 両 方 と も 良 訳 で は な い と 、『箚 記 』では 
「故 事 に 詳 し く な い か ら 判 然 と な る 」と述べていた意見を修正した。
し か し こ れ だ け で は 「失 真 」「不 達 」の意味合いが今ひとつはっきりしな 
い が 、こ の 「失 真 」「不 達 」は 『箚 記 』で は 何 度 か 出 て く る 論 題 の 一 つ で あ  
る。そ の 最 初 は 先 ほ ど 触 れ た 、『箚 記 』の 〈遊 英 菲 兒 瀑 泉 山 三 十 八 韻 〉に出 
て く る 。そ の 追 記 に は 、
久 不 作 如 許 長 詩 矣 。此 詩 雖 不 佳 ，然 尚 不 失 眞 。嘗 謂 寫 景 詩 最 忌 失 眞 。 
老 杜 「石 龕 詩 」「罷 熊 咆 我 東 ，虎 豹 號 我 西 ，我 後 鬼 長 嘯 ,我 前 狨 又 啼 」。正 
犯 此 病 。
[長 い 間 こ ん な 長 い 詩 を 作 っ て い な か っ た 。この詩は 良 く は な い が 、 
し か し 真 は 失 っ て い な い 。嘗 て 写 景 詩 は 最 も 真 を 失 う こ と を 嫌 う と  
言 っ た 。杜 甫 の 「石 龕詩 」の 「罷 熊 、我 が 東 に 咆 え ，虎 豹 、我が西 に 號  
ぶ ，我 が 後 に は 鬼 長 く 嘯 き ，我 が 前 に は 狨 又 た 啼 く 」。これはこの欠点 
を犯している]
〈遊 英 菲 兒 瀑 泉 山 三 十 八 韻 〉は そ ん な に 優 れ た 詩 で は な い が 、真は失っ 
て は い な い と し て 、杜 甫 の 「石 龕 詩 」を引き合いに出し、そ れ を 批 判 す る 。 
こ こ で は 真 を 失 う と は 、有 り も し な い こ と を 詠 む 、つ ま り 写 実 的 で は な  
い と い う 意 味 で あ る 。こ の 〈遊 英 菲 兒 瀑 泉 山 三 十 八 韻 〉も写実に力点を置 
い た 作 品 で あ り 、眼 前 の 風 景 を そ の ま ま 描 き 、ま た 外 国 の 作 品 を そ の 筆  
法 を 中 国 語 に 訳 す こ と に 心 を 砕 い て い た 。
ま た 1 9 1 5 年 2 月 1 1 日 に は 〈詩 貴 有 真 〉で は 、友 人 の 至 言 と し て 、「詩貴 
有 真 ，而 真 必 由 於 経 験 」を 挙 げ て い る 。目の前にあることを写実的に書く 
だ け で は な く 、経 験 に 基 づいて書くことも真であると述べた。
次 に 「不 達 」の意味を考えてみる。これは後で改めて触れるが、『箚記』1
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9 14 年 7 月7 日〈自殺篇〉の追記にこうある。
此 詩 全 篇 作 極 自 然 之 語 ，自 謂 頗 能 達 意 。吾 國 詩 毎 不 重 言 外 之 意 ，故説 
理 之 作 極 少 。
[こ の 詩 は 全 篇 極 め て 自 然 な 言 葉 で 作 っ て お り 、頗る意味が通じてい 
る と い え る 。吾 国 の 詩 は 常 に 言 外 の 意 を 重 視 せ ず 、理 を 説 く 作 品 は  
極 め て 少 な い 。]
〈自 殺 篇 〉は 自 然 な 言 葉 で 、意 味 が よ く 相 手 に 伝 わ る 作 品 と 述 べ た 。つ 
ま り 「不 達 」は 意 味 の 通 ら な い こ と を 示 し て い る 。そ し て こ の 「真 」で 「達 
意 」な る の も が 白 話 で あ る と 後 に 胡 適 は 論 を 進 め る 。例 え ば 1 9 1 6 年 7 月6 
日 〈白 話 文 言 優 劣 比 較 〉の 中 に も 、「白 話 不 但 不 鄙 俗 ，而 且 甚 優 美 適 用 。凡 
言 語 要 以 達 意 為 主 ，其 不 能 達 意 者 ，則 為 不 美 。」とあり、意味が通じないも 
のは排除していく姿勢が見受けられる。
こ の 〈哀 希 臘 歌 T he  Is les  o f G reece〉では詩詞を作る時だけでは 
なく、訳 詩 •訳 詞 の 場 合 で も 「真 」「達 」を重視してい た こ と が わ か る 。そし 
て こ の 「真 」「達 」を重視した こ と が 、後 に わ か り や す い 「白話」に着目させ 
る 一 つ の き っ か け で も あ っ た 。そ し て 言 う ま で も な い が 、このような長 
い訳詩も文学上の大きな実験であった。
d . 〈自殺篇〉
こ れ は 「去 國 集 」で は 三 年 七 月 七 日 と あ り 、『箚記』でも同日に同題であ 
る。「去 國 集 」で は 序 文 と 五 言 四 十 六 句 か ら 成 り 大 き く 五 つ の 章 に 分 か れ  
て い る 。『箚 記 』で は 序 文 と 追 記 、五 言 五 十 二 句 か ら 成 り 、これも大きく五 
つ の 章 に 分 か れ て い る 。「去國集」〈自殺篇〉の一部を挙げると、
叔 永 至 性 人 ，能 作 至 性 語 。脊令 
雨 聲 ，使 我 心 愁 苦 。
我 不 識 賢 季 ，焉 能 和 君 詩 ？頗有 
傷 心 語 ，試 爲 君 陳 之 。
[叔 永 、至 性 の 人 /能 く 至 性 の 語 を 作 す /脊 令 、風 雨 の 声 /我 心 を し  
て 愁 苦 せ し む /我 、賢 季 を 識 ら ず /焉 く ん ぞ 能 く 君 の 詩 と 和 せ ん や  
/ 頗 る 傷 心 の 語 有 り /試 み に 君 が 為 に 之 を 陳 ぶ ]
〈久 雪 後 大 風 寒 甚 作 歌 〉と同じように段落に分けて書いてある。〈久雪後
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大 風 寒 甚 作 歌 〉で は 改 韻 の 度 に 段 落 を 変 え て い た が 、今度は意味内容の切 
れ 目 で 段 落 を 変 え て い る 。
今 ま で の 詩 で も 、段 落 分 け 、句 読 点 、か ぎ カ ツ コ 等 が 見 ら れ た 。それは 
西 洋 の 影 響 で あ る と い え る が 、胡 適 自 身 は 、『箚記』の追記で、
吾 近 來 作 詩 ，頗 能 不 依 人 蹊 徑 ，亦 不 專 學 一 家 ，命 意 固 無 從 模 傚 ，即字句 
形 式 亦 不 爲 古 人 成 法 所 拘 ，蓋 胸 襟 魄 力 ，較 前 闊 大 ,頗 能 獨 立 矣 。
[私 は 近 頃 詩 を 作 る 時 は 、人 の や り 方 の 頼 ら ず 、また専ら一家を学ぶ 
こ と も な く 、主 題 は 当 然 模 倣 に 依 っ た り せ ず 、字 句 形 式 も 古 人 の や  
り方の拘らず、胸 中 気 力 に 満 ち 、以 前 よ り 広 大 で あ り 、独立すること 
が で き た 。]
詩 を 作 る に あ た っ て は 、他 人 の や り 方 は 模 倣 し な い 。また字句や形式 
の 古 人 の 法 則 に は 拘 ら ず 、自 分 で や っ て の け る と 述 べ る 。古人の影響か 
ら脱する為に西洋の文章形式の導入を試みたのであろう。
そ し て 〈哀 希 臘 歌 T he  Is les  o f G reece〉で 述 べ た よ う に 、「達 意 」 
に 関 す る 記 述 が 載 っ て い る 。〈哀 希 臘 歌 T he  Is les  o f G reece〉共々、 
自 分 の 作 品 を 自 然 な 言 葉 、よ く 意 味 が 通 じ る と 自 認 し て い る 。そしてそ 
の作 品 中 国 で は 少 な い が 道 理 を 説 く 作 品 と し て い る 。
e .〈老 樹 行 〉
こ れ は 今 ま で と は 異 な り 、四 版 に な っ て 初 め て 掲 載 さ れ た 詩 で あ る 。 
『箭 記 』に は 1 9 1 5 年 4 月2 6 日 に 同 題 で あ る 。そ の 詩 は 共 に 詩 と 追 記 が あ  
る。「去 國 集 」〈老 樹 行 〉の前半部は、
道 旁 老 樹 吾 所 思 ，
軀 幹 十 抱 龍 髯 枝 ，
藹 然 俛 視 長 林 卑 。
冬 風 挾 雪 捲 地 起 ，
撼 樹 兀 兀 不 可 止 ，
行 人 疾 走 敢 仰 視 ？
[道 旁 老 樹 、吾 思 う 所 /軀 幹 十 抱 、龍 髯 の 枝 /藹 然 と し て 、長林の卑 
を 俛 視 す /冬 風 、雪を挾み、地 を 捲 い て 起 こ り /樹 を 撼 か す こ と 兀 兀  
として、止 ま る 可 か ら ず /行 人 疾 走 し 、敢え て 仰 視 せ ん や ？]
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とある。これは『箚 記 』の 自 跋 に 「此 詩 用 三 句 転 韻 体 」と書いてあるよう 
に、〈久 雪 後 大 風 寒 甚 作 歌 〉等と同じ類の作品である。
で は 、何 故 同 じ よ う な 作 品 が あ る 中 、こ の 詩 が 四 版 に な っ て 初 め て 収  
録 さ れ た の か 。その答えが跋文にある。それには、
這 首 詩 是 民 國 四 年 四 月 二 十 六 日 作 的 。那 時 正 當 中 日 交 渉 的 時 期 ，我的 
『非 攻 主 義 』狠 受 大 家 的 攻 撃 ，故 我 作 了 這 首 詩 ，略 帶 解 嘲 之 意 。這首詩 
後 來 又 惹 起 了 許 多 朋 友 的 嘲 笑 。（中略）他 們 都 戲 學 『胡 適 之 體 』，用作笑 
柄 。其 實 這 首 詩 在 去 國 集 裏 ，要算一首 好 詩 ，不知我當初 何 以 把 他 忘 了 。 
[こ の 詩 は 民 国 四 年 四 月 二 十 六 日 に 作 っ た 。その時はちようど中日交 
渉 の 時 期 で 有 り 、私 の 『非 攻 主 義 』は 皆 か ら の 攻 撃 を 受 け 、それ故私 
は こ の 詩 を 作 り 、少 し 解 嘲 の 意 味 を 帯 び さ せ た 。この詩はその後ま 
た 多 く の 友 人 の 嘲 笑 を 引 き 起 こ し た 。（中略）彼 ら は 皆 『胡 適 之 体 』を 
戯 れ て 学 び 、笑 い の 種 と し た 。こ の 詩 は 「去國集」において、やはり良 
い詩であり、何 故 だ か 私 は 当 初それを忘れていた。]
日本から二5 ーカ条の要求を 突 き つ け ら れ た 中 国 に 対 し て 、胡 適 は 「非 
攻 主 羲 」を 主 張 し た が 、勿 論 受 け 入 れ ら れ る は ず も 無 か っ た 。そこで自分 
の 心 情 を 戯 れ に 述 べ た の が こ の 詩 で あ っ た 。し か も こ の 詩 は 「胡 適 之 体 」 
として友人に嘲笑でもって受けとめられるに至った。
で は 初 版 で は 採 用 さ れ な か っ た の に 、四 版 に な っ て わ ざ わ ざ 跋 を つ け  
て 収 録 し た の は 何 故 か 。そ れ は こ の 「胡 適 之 体 」を伝えたかったからでは 
な い か 。こ の 「胡 適 之 体 」と い う 言 葉 は 『箚 記 』や 「去 國 集 」には見られな 
い。しかし294 6 年 3 月 3 2 日に『自由評論』で 「談 談 “ 胡 適 之 体 ” 的 詩 」とい 
う評論が あ る 。これによると、「胡 適 之 体 」は以下の4 つのことを満たさな 
いといけない。
第 一 ，説 話 要 明 白 清 楚 。（中略）至 少 “ 胡 適 之 體 ” 的第一条戒律是要人看 
得 懂 。
第 二 ，用 材 料 要 有 剪 栽 。消 極 的 説 ，這 就 是 要 刪 除 一 切 浮 詞 凑 句 ；積極的 
説 ，這 就 是 要 抓 住 最 扼 要 最 精 彩 的 材 料 ，用最簡煉 的 字 句 表 現 出 来 。 
第 三 ，意 境 要 平 實 。
[第 一 、話 は 明 白 で は っ き り し て い な け れ ば な ら な い 。（中略）少なく 
とも“ 胡 適 之 体 ” の 第 一 規 則 は 、人 が 見 て 理 解 で きなければならない
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ことである。
第 二 、材 料 を 用 い る 際 に は 取 捨 選 択 し な け れ ば な ら な い 。消極的に 
い え ば 、こ れ は 一 切 の 空 虚 な 詞 や 寄 せ 集 め の 句 を 削 除 し な け れ ば な  
らない。積 極 的 に い え ば 、これは最も肝心な、最も素晴らしい材料を 
掴 み 、最も簡潔な字句で表 現 し な け れ ば な ら な い 。
第 三 、情趣が質朴でなけ れ ば な ら な い 。]
聞 い て わ か る こ と 、材 料 の 取 捨 選 択 、情 趣 の 質 朴 さ 、これが「胡 適 之 体 」
で あ っ た 。
1 9 2 2 年 の 四 版 に わ ざ わ ざ こ れ を 収 録 し た の は 、やはり聞いてわかるこ 
と、材 料 の 取 捨 選 択 、境 地 の 質 朴 さ を 世 に 推 し 進 め よ う と し た の だ ろ う 。 
そ の 一 つ の 具 体 例 と し て こ の 〈老樹行〉を挙げたのであろう。
f . 〈臨 江 仙 〉
こ れ は 「去 國 集 」で は 四 年 八 月 二 十 四 日 と あ り 、『箚 記 』で は 1915年 8 月 
2 0 日 に 同 題 で あ る 。詞 の 内 容 も ま っ た く 同 じ で あ る が 、「去 國 集 」では詞 
が あ る だ け だ が 、『箚記』の方は序がある
そ の 『箚 記 』の序には目を引く表現がある。それは、
今 之 言 詩 界 革 命 者 ，矯 枉 過 正 ，強爲 壯 語 ，虚 而 無 當 ，則 妄 言 而 已 矣 。
[現 在 、詩 界 革 命 を 唱 え る 人 間 は 、欠 点 を 直 そ う と 度 が 過 ぎ 、努めて 
壮 語 を 為 し 、虚 に し て 当 ら ず で 、妄 言 に す ぎ な い 。]
今 詩 界 革 命 を 叫 ぶ 者 も 徒 に 壮 語 を な す が 、それ は 妄 言 で あ る と 述 べ て  
いる。
こ こ で 『箚 記 』に 始 め て 「詩 界 革 命 」と 言 う 単 語 が 出 て く る 。これはこの 
後 友 人 達 と の 間 で 大 論 争 を 引 き 起 こ す テ ー マ に な っ て い く 。この頃胡適 
は 「如 何 可 使 吾 國 文 言 易 於 教 授 」と い う 論 文 を 書 い て お り 、中国文学に対 
す る 改 良 の 必 要 性 を 感 じ 始 め て い た 。
〈臨 江 仙 〉は胡適のアメリカ留学中で最も激しく論じられることとなる 
「詩 界 革 命 」に 言 及 し た 初 め て の 詩 で あ り 、そ れ 故 に 「去 國 集 」に収録され 
た の で あ る 。
前 述 し た よ う に 、この 詞 は 『箚 記 』を 見 な い と 、そ の 詞 の 持 っ て い る 本  
来 の 意 味 を 理 解 す る こ と は で き な い 。し か し この真意を理解できた者は
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存 在 し た の で あ る 。何 故 な ら 『箚 記 』は 一 部 の友人達には公開にされてい 
た か ら で あ る 。（このことは後に触れる）
g. 〈將 去 綺 色 佳 、叔永以詩 贈 別 。作此奉和。即以留別〉〈沁園春〉
〈將 去 綺 色 佳 、叔 永 以 詩 贈 別 。作 此 奉 和 。即以留別〉は 「去 國 集 」では四年 
八 月 二 十 九 日 と あ り 、『箚 記 』で も 同 日 に 〈將 去 綺 色 佳 留 別 叔 永 〉とある。 
〈沁 園 春 〉は 「去 國 集 」で は 四 年 九 月 二 日 と あ り 、『箚 記 』で も 同 日 に 〈「沁 園 
春」別 杏 佛 〉とある。
こ の 二 つ の 詩 は と も に 送 別 の 詩 で あ り 、前 者 は 任 叔 永 、後 者 は 楊 杏 佛  
に 送 っ た 詩 詞 で あ る 。こ の 頃 に な る と 難 解 な 言 葉 は 影 を 潜 め 、平易な言 
葉や外 国 語 も 自 然 に 使 用 し 始 め て い る 。
例 え ば 〈將 去 綺 色 佳 、叔 永 以 詩 贈 別 。作 此 奉 和 。即 以 留 別 〉の最初の四 
句、
横 濱 港 外 舟 待 発 ，徜 徉 我 方 坐 斗 室 ，檸 檬 杯 空 菸 捲 殘 ，忽 然 人 面 過 眼 瞥 。 
[横 濱 港 外 、舟 発 す る を 待 ち /徜 徉 し 、我 方 に 斗 室 に 座 し /檸 檬 杯 空  
け、菸 捲 殘 り /忽 然 と し て 人 面 、過ぎ眼瞥す。]
こ れ に は 詩 語 な ど な く 、使 用 さ れ て い る 文 字 も 平 易 で 、「檸 檬 杯 」とい 
う古典詩では有り得ない言葉を使い、〈沁園春〉でも、
願 乘 風 役 電 ，戡 天 縮 地 ，頗 思 瓦 特 ，不羨公輪。
[願 う ら く は 風 に 乘 り 、電 を 役 し /天 に 戡 ち 、地 を 縮 め /頗 る 瓦 特 を  
思 い /公 輸 を 羨 ま ず ]
科 学 者 の ジ ェ ー ム ス •ワ ッ ト の こ と を 挙 げ 、「瓦特J a m se W a tt，即發明 
汽 機 者 」と 自 注 ま で つ け 、外 国 の 名 詞 を 使 用 し て 、詩 詞 を 作 り 出 し て い  
る。そし て こ れ 以 後 の 詩 詞 で は 、度々それを意図的に用いるようになる。
h. 〈送 梅 觀 莊 徃 哈 佛 大 學 〉
こ れ は 「去 國 集 」で は 四 年 九 月 十 七 日 と あ り 、『箚 記 』で も 同 日 に 〈送 梅 
觀 莊 往 哈 佛 大 學 詩 〉と あ る 。「去 國 集 」で は 詩 と そ の 注 記 が あ り 、『箚 記 』 
は、詩 と 自 跋 が あ る 。詩は三 つ の 段 落 か ら 構 成 さ れ 、「去 國 集 」『箚記』には 
多 少 の 異 同 が あ る が 、内容そのものが変わる程ではない。
で は こ の 詩 で 目 を 引 く 箇 所 は ど こ か 。そ れ は 「去 國 集 」の 注 、『箚 記 』の
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自跋である。『箚 記 』自跋には、
此 詩 凡 三 轉 韻 ，其實有五轉。
[こ の 詩 は 三 転 韻 の よ う で あ る が 、実 は 五 転 し て い る 。]
こ こ で も 韻 の こ と に つ い て 言 及 し て い る が 、これまでとは違い五回韻
を 変 え て い る と 述 べ て い る 。そ の 後 具 体 的 に そ の 換 韻 箇 所 を 述 べ る 。も 
ち ろ ん こ れ は 上 記 で 何 度 か 触 れ た 三 句 転 韻 体 の 発 展 形 と 言 え る が 、この 
後 『箚 記 』に は こ の よ う な 韻 に つ い て は 語 ら れ て い な い 。言わば韻につい 
て の 最 後 の 実 験 と い え る 。
次 に 両 方 の 自 跋 、注 で 言 及 し て い る こ と が あ る 。そ れ は 外 国 語 、ここで 
は 英 語 を 取 り 入 れ る こ と で あ る 。『劄記』の自跋では
此 詩 凡 用 十 一 外 國 字 ：一 爲 抽 象 名 ，十爲本名。人或以 爲 病 。其實此種詩 
不 過 是 文 學 史 上 一 種 實 地 試 験 。
[こ の 詩 は H — の 外 国 語 を 使 用 し て い る 。一 つ は 抽 象 名 詞 で あ り 、十 
個 は 固 有 名 詞 で あ る 。有 る 人 は こ れ を 欠 点 と す る で あ ろ う 。しかし 
このような詩は文学史上の実地試験に過ぎない]
この試みを文学史上の実地実験と述べ、「去 國 集 」では更に詳しく、 
此 詩 凡 用 外 國 字 H — ：牛 敦 N e w to n 英 國 科 學 者 。客 兒 文 K e lv in 英國 
近 代 科 學 大 家 。愛迭孫E d is o n 美國發明家。拿破崙N a p o le o n 。倍根B 
a e o n 英 國 哲 學 家 ，主戡 天 之 説 ，又 創 歸 納 名 學 ，爲 科 學 先 導 。蕭士比Sha 
k e s p e a re 英 國 文 學 鉅 子 。舊 譯 莎 士 比 亞 。康 可 C o n c o rd 地 名 ，去哈佛 
不 遠 ，十 九 世 紀 中 葉 此 邦 文 人 所 聚 也 。愛謀生£1116^〇11，霍桑11&界比〇 
r n e ，索 虜 T h o re a u ,以 上 三 人 ，美 國 文 人 ，亦 哲 學 家 ；墓 皆 在 康 可 。『烟 
士 披 里 純 』I n s p ir a t io n 直 譚 有 『神 來 』之 意 。梁 任 公 以 音 譯 之 ，又爲文 
論 之 ，見 飮 冰 室 自 由 書 。
[こ の 詩 は 十 一 の 外 国 語 を 使 用 し て い る 。：ニュートンは英国の科学 
者 で あ る 。カ ル ビ ン は 英 国 近 代 の 科 学 の 大 家 で あ る 。エジソンは米 
国 の 発 明 家 で あ る 。ナ ポ レ オ ン 。ベ ー コ ン は 英 国 の 哲 学 家 で あ り 、自 
然 を 支 配 す る 説 を 唱 え 、帰 納 法 を 創 り 、科 学 の 先 鞭 と な っ た 。シエー 
ク ス ピ ア は 英 国 文 学 の 大 物 。以 前 は 莎 士 比 亞 と 訳 し て い た 。コンコ 
ル ド は 地 名 。ハ ー バ ー ド か ら 遠 く な く 、1 9 世 紀 中 頃 こ こ は 文 人 の 集  
ま る 所 で あ っ た 。エ マ ー ソ ン 、ホーソーン、ソロー、以上の三人は米
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国 の 文 人 で あ り 、哲学者で も あ る •，墓 は 皆 コ ン コ ル ド に あ る 。『イン 
ス ピ レ ー シ ヨ ン 』は 直 訳 で は 『神 来 』で あ る 。梁 任 公 が 音 で も っ て 訳  
し、さらに文章で論じた、『飮冰室自由書』を見よ(1° \  ]
ニ ュ ー ト ン 、ベーコ ン 等 の 人 物 名 、コ ン コ ル ド と い う 地 名 、更にはイン 
ス ピ レ ー シ ヨ ン 、こ れ ら 多 量 の 外 国 語 を 意 図 的 に 使 う こ と を 文 学 史 上 の  
実 地 実 験 と し 、新 た な 詩 の 局 面 を 開 こ う と し た 。前 述 し た 〈將 去 綺 色 佳 、 
叔 永 以 詩 贈 別 。作 此 奉 和 。即 以 留 別 。〉〈沁 園 春 〉も確かに外国人の名前を 
使 っ て 詩 詞 を 作 っ て い た が 、これほど多量にしかも意図的に使っている
のは 初 め て で あ る 。
さ ら に 詩 の 内 容 で も 注 目 す べ き 事 柄 が あ る 。そ れ は 「文 学 革 命 」につい 
て 触 れ て い る 箇 所 が あ り 、「去 國 集 」〈送 梅 觀 莊 性 哈 佛 大 學 〉の第二段落 
に、
梅 君 梅 君 母 自 鄙 。神 州 文 學 久 枯 餒 ，百 年 未 有 健 者 起 。新 潮 之 來 不 可 止 ， 
文 學 革 命 其 時 矣 。吾 輩 勢 不 容 座 視 ，且 復 號 召 二 三 子 ，鞭 笞 驅 除 一 車 鬼 ， 
再 拜 迎 入 新 世 紀 。
[梅 君 梅 君 自 ら 鄙 し む な か れ /神 州 文 學 久 し く 枯 餒 し /百 年 未 だ 健  
な る 者 起 き る こ と 有 ら ず /新 潮 の 来 る こ と 止 め る 可 か ら ず /文 學 革  
命 そ の 時 や /吾 輩 の 勢 、座視すること容れずZ 且 つ 復 た 、二三子を號 
召 し /鞭 答 、一 車 鬼 を 驅 除 し /再 拜 し 新 世 紀 を 迎 入 す ]
と、「文 学 革 命 」の言葉が 見 え る 。そ も そ も こ の 詩 は 友 人 •梅 観 荘 に 宛 て  
た 戯 歌 な の だ が 、こ の 頃 か ら 胡 適 は 文 学 革 命 に つ い て 考 え 始 め て い た よ  
う で あ る 。も ち ろ ん 文 学 を ど こ か ら 革 命 す る の か 、ま た そ の 手 段 な ど 具  
体 的 な こ と は は っ き り と は し て い な い 。これが本格的論争に発展するの 
は 1 9 1 6 年 に 入 っ て か ら 展 開 す る (11)。し か し 初 め て 「文 学 革 命 」の口火を 
切 っ た 記 念 す べ き 作 品 な の で あ る 。
i . 〈沁 園 春 誓 詩 〉
これは「去 國 集 」では五年四月十二日とあり、『箚記』で は 191 6年4 月13 
日〈沁 園 春 誓 詩 （四 月 十 三 日 初 稿 ）〉にある。この作品は題名から初稿と 
あ る こ と か ら 分 か る よ う に 改 稿 を 重 ね て 、最 終 的 には五回改稿している 
が 、「去 國 集 」の記載されているのは、初稿の .ものである。以 下 に 「去 國 集 」
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〈沁 園 春 誓 詩 〉を挙げる。
更 不 傷 春 ，更 不 悲 秋 ，以 此 誓 詩 。任 花 開 也 好 ，花 飛 也 好 ，月 圓 固 好 ，曰落 
何 悲 ？我 聞 之 曰 ，『從 天 而 頌 ，孰 與 制 天 而 用 之 ？』更 安 用 爲 蒼 天 歌 哭 ，作 
彼 奴 爲 ！ 文 章 革 命 何 疑 ！且 準 備 搴 旗 作 健 兒 。要 前 空 千 古 ，下 開 百 世 ， 
收 他 臭 腐 ，還 我 神 奇 。爲 大 中 華 ，造 新 文 學 ，此 業 我 曹 欲 譲 誰 ？詩 材 料 ，有 
簇 新 世 界 ，供我驅馳。
[更 に 春 を 傷 ま ず /更 に 秋 を 悲 し ま ず /此 を 以 て 詩 に 誓 う Z 花 、開く
に 任 せ る も 好 く /花 、飛 ぶ も 好 く /月 圓 な る こ と 固 よ り 好 く /日 落 ち
る を 何 ぞ 悲 し ま ん ？/我 之 を 聞 き て 曰 く /『天 に 從 い て 頌 え /天 を 制
し 之 を 用 う る と 孰 與 れ ぞ や ？』と /更 に 安 く ん ぞ 蒼 天 の 爲 に 歌 哭 し て
/ 彼 の 奴 と 爲 る を 用 い ん や ！/文 章 革 命 何 ぞ 疑 わ ん ！/且 つ 旗 を 拳 り
健 兒 と 作 る 準 備 す /前 は 千 古 に 空 し く /下 は 百 世 に 開 く を 要 め ん /他
の 臭 腐 を 收 め /我 に 神 奇 を 還 す /犬 中 華 の 為 /新 文 學 を 造 り /此 の
業 、我 が 曹 誰 に 譲 ら ん と 欲 す る や ？/詩 の 材 料 /簇 新 の 世 界 に 有 り /
我 に 驅 馳 を 供 す ]
これが書かれる少し前か ら 文 学 に 関 し て 友 人 達 と の 論 争 が 過 熱 し て い  
った。このような時期に書かかれた詩である。
こ こ で は 文 章 革 命 を 掲 げ 、新 文 学 を 作 り 出 す 意 気 込 み が 述 べ ら れ て い  
る。
さ ら に こ の 詩 に つ い て 、『嘗試集』自序では以下のように言及する。 
這 首 詞 上 半 所 攻 撃 的 是 中 國 文 學 『無病而呻』的 悪 習 慣 。我 是 主 張 樂 觀 ， 
主 張 進 取 的 人 ，故 極 力 攻 撃 這 種 卑 弱 的 根 性 。下 半 首 是 去 國 集 的 尾 聲 ， 
是 嘗 試 集 的 先 聲 。
[こ の 詞 の 前 半 部 で 攻 撃 し て い る の は 中 国 文 学 の 『無 病 に し て 呻 ず 』 
の 悪 し き 習 慣 で あ る 。私 は 楽 観 を 主 張 し 、進 歩 を 主 張 す る 人 間 で あ  
り、だ か ら こ の よ う な 柔 弱 な 本 性 を 懸 命 に 攻 撃 す る の で あ る 。後半 
部 分 は 「去 國 集 」の結尾であり、「嘗試集」の先触れである。]
こ の 〈沁 園 春 誓 詩 〉は 「去 國 集 」最 後 の 作 品 で あ る と 同 時 に 、「嘗 試 集 」 
の 先 触 れ で も あ っ た 。古 典 詩 か ら 新 詩 へ の 、そ の 分 岐 点 が 文 学 革 命 を 行  
う こ と で あ っ た 。そ し て こ れ は よ ほ ど 推 敲 を 重 ね た よ う で 、『箚 記 』には 
合 計 五 種 の 〈沁 園 春 〉があるが、第 五 回 目 の改稿の付記に、
[ 2 7 ]
『中国言語文化研究』第 6 号
此 詞 修 改 最 多 ，前後約有十次。但 後 來 囘 頭 看 看 ，還 是 原 稿 最 好 ，所以《嘗 
試 集 》裏用的 是 最 初 的 原 稿 。
[こ の 詞 の 修 正 は 最 も 多 く 、前 後 約 十 回 に な る 。しかし後になって振 
り 返 っ て 考 え る と 、や は り 元 々 の 原 稿 が 最 も 好 か っ た 、だから.『嘗試 
集 』に収録じたのは最初の原稿である。]
十 回 も 改 稿 を 行 っ た と あ る 。そ れ 程 に こ の 作 品 に 思 い 入 れ が あ っ た の  
で あ ろ う か 。何 れ に せ よ こ の 直 後 か ら 論 争 が 始 ま り 、白話文学を推進し 
て い く の で あ る 。
こ れ 以 後 友 人 の 任 叔 永 、梅観荘との間で文学革 命 に つ い て 激 し い や り  
取 り が 交 わ さ れ る 。そ し て 詩 も 書 か れ る が 、これ 以 後 の 詩 は 主 に 白 話 詩  
となる。例 え ば 、1916年 7 月2 2 日〈答 梅 覲 莊 一 白話詩〉、1 91 6 年 8 月2 3 日 
〈窗 上 有 所 見 口 占 〉（後 の 「嘗 試 集 」〈胡 蝶 〉）な ど 、論争の対象となったもの 
や 、「嘗 試 集 」に 収 録 さ れ た も の が あ る 。し か し 「去 國 集 」は文言で書かれ 
た 詩 詞 で あ り 、白 話 詩 に 至 る ま で の 思 想 の 変 化 を 伝 え る も の で あ る か  
ら、1916年4 月の作品で幕を閉じているのである。
以 上 、「去 國 集 」の 作 品 を 見 て き た 。し か し 触れていない作品が数種あ 
る。そ の 中 の 2 首 に つ い て 述 べ る 。そ れ は 〈秋 柳 〉〈相 思 〉で あ る 。この二首 
は 短 い 詩 で 内 容 も 特 別 優 れ た も の で は な い 。形 式 の 面 で は 〈相 思 〉が4 つ 
に 段 落 分 け し て い る く ら い で あ る が 、1 9 1 6 年 の 作 品 で あ り 、もはや実験 
的 な 意 味 は 薄 い 。で ほ 何 故 こ の 詩 を 胡 適 が 「去 國 集 」に 収 録 し た の か 。そ 
れ は こ の 二 つ の 詩 は 誰 に向けて書かれたものかが重要になる。
j . 〈秋 柳 〉〈相 思 〉
今 ま で み て き た 詩 詞 は 、風 景 、生 活 習 慣 、訳 詩 •訳 詞 、送別の詩詞等にお 
け る 実 験 で あ っ た が 、こ の 二 首 は 「去 國 集 」で は 異 彩 を 放 つ 詩 で あ る 。何 
故 な ら こ の 詩 は ア メ リ カ で の 胡 適 の 恋 人 ク リ フ ォ ー ド •ウ ィ リ ア ム に 関  
係 す る 詩 だ か ら で あ る 。
ま ず こ の ク リ フ ォ ー ド •ウ ィ リ ア ム に つ い て 少 し 説 明 し て お こ う 。クリ 
フ ォ ー ド •ウ ィ リ ア ム は 1 8 8 5 年 に イ サ カ で 生 ま れ た 。祖父は実業家とし 
て 名 を 馳 せ 、コ ー ネ ル 大学設立に尽力し、父 は 同 大 学 の 教 授 で あ っ た 。胡 
適 と 出 会 っ た 頃 は ダ ダ イ ズ ム に 傾 樹 し 始 め た 時 期 で あ り 、このことが胡
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適 に も 少 な か ら ず 影 響 し た よ う で あ る (12)。
『箚 記 』に 初 め て出てくるのは、1 9 1 4 年 1 0 月2 0 日〈違 蓮 司 女 子 之 狂 狷 〉
で あ る 。二 人 で 三 時 間 余 散 策 を 楽 し ん だ こ と が 書 か れ て あ る 。このこと 
を 皮 切 り に 二 人 の 間 の 往 来 が 、留 学 時 代 は 勿 論 、胡 適 の 帰 国 後 ま で も 続  
くのである。
そ の 交 際 相 手 に 贈 っ た 詩 の 一 つ が 〈秋 柳 〉で あ る 。こ れ は 「去 國 集 」で 
は、最 初 に 詩 が あ り 、その後に序がある。その詩は
但 見 蕭 颼 萬 木 摧 ，尚餘垂柳拂人來。西風莫笑 柔 條 弱 ，也 向 西 風 舞 一 囘 。 
[但 だ 見 る 、蕭 颼 と し て 萬 木 摧 け /尚 餘 る 垂 柳 、人 来 た る を 拂 う /西  
風 、柔 條 の 弱 た る を 笑 う 莫 か れ /ま た 西 風 に 向 か い 、一囘 舞 う 。]
多くの木々が枯れゆく中、弱々しい秋の柳だけが西風に舞っていること 
を 詠 ん で い る の で あ る 。そしてこの後に原序が付記されている。
此 七 年 前 （己 酉 ）舊 作 也 。原 序 曰 ：
秋 日 適 野 ，見 萬 木 皆 有 衰 意 ，而 柳 以 弱 質 ，際 茲 高 秋 ，獨 能 迎 風 而 舞 ，意態 
自如。豈 老 子 所 謂能以弱存者耶。感 而 賦 之 。
[こ れ は 七 年 前 （1909年 筆 者 注 ）の旧作である。原 序 に こ う 言 う ： 
秋 日 、野 に 適 き /萬 木 皆 衰 意 有 る を 見 /柳 、弱 質 を 以 て /茲 の 高 秋 に  
際 い /獨 り 能 く 風 を 迎 え て 舞 い 、意 態 自 如 た り / 豈に老子の所謂能 
く 弱 を 以 て 存 す る 者 や /感 じ て 之 を 賦 す 。]
元々は1 9 0 9 年 に 作 ら れ た も の だ と こ れ か ら わ か る 。内容も柳という弱 
々しい木が、秋 が 深 ま っ た 頃 で も 、以前のように一人風に舞っているのに 
感 じ て 読 ん だ と あ る 。
そ し て こ の 後 1 9 1 6 年 7 月 の 日 付 が 入 っ た 新 た な 長 い 追 記 を 加 え て い  
る。そ こ で 、「以 爲 庚 戌 以 前 所 作 詩 詞 ，一 一 都 宜 刪 棄 ，獨 此 二 十 八 字 ，或不無 
可 存 之 價 値 。遂 爲 改 易 數 字 ，附 冩 於 此 」と、こ の 詩 の 存 在 価 値 を 認 め て い  
る。
で は 、この“ 少 し 字 を 改 め た ” とは、何 を 改 め た の か 。また何故そのまま 
収 録 し な か っ た の か 、そ の 答 え が 、『箚 記 』の 1 9 1 4 年 1 1 月1 3 日の〈秋 柳 〉 
か ら 読 み 取 れ る 。
胡 適 は ク リ フ ォ ー ド •ウ イ リ ア ム か ら 数 枚 の 写 真 を も ら っ た 。それは比 
類 な き 素 晴 ら し い も の だ っ た と あ る 。こ の 被 写 体 が 柳 で あ っ た 。なぜ柳
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の 写 真 を 送 っ て 来 た か と い う と 、クリフォード•ウイリアムはニューヨー 
ク に 旅 立 つ か ら で あ っ た 。彼 女 は 胡 適 か ら 中 国 古 代 の 「折 柳 贈 別 」の習慣 
を 聞 か されていたから、そうしたのである。そして序があり、
戊 申 在 上 海 時 ，秋 日 適 野 ，見 萬 木 皆 有 衰 意 ，獨 垂 柳 迎 風 而 舞 ，意態自如, 
念 此 豈 老 氏 所 謂 能 以 弱 存 者 乎 ？因賦二十八字云 
[戊 申 （19 0 8 年 筆 者 注 ）上 海 に 在 り /秋 日 、野 に 適 き /萬 木 皆 衰 意  
有 る を 見 /獨 り 垂 柳 風 を 迎 え 舞 い /意 態 自 如 た り /念 う に 此 れ 豈 に  
老 氏 の 所 謂 能 く 弱 を 以 て 存 す る 者 や ？/因 り て 二 十 八 字 を 賦 し て 云  
ぅ。]
先 ほ ど 見 た 原 序 と ほ と ん ど 同 じ で あ る 。そして、
已 見 蕭 颼 萬 木 摧 ，尚餘垂柳拂人来。憑君漫説 柔 條 弱 ，也向西風舞一囘 
[已 見 る 、蕭 颼 と し て 萬 木 摧 け /尚 餘 る 垂 柳 、人 来 た る を 拂 う /君 に  
憑 り て 漫 り に 柔 條 の 弱 を 説 き /ま た 西 風 に 向 か い 、一 囘 舞 う 。]
“ 少 し 字 を 改 め た ” 箇 所 は 第 三 句 目 で あ る 。三句目以後はクリフォード. 
ウ イ リ ア ム に 語 り か け て い る 体 裁 で あ る 。何 故 こ の よ う な こ と を 胡 適 は  
ク リ フ ォ ー ド •ウ イ リ ア ム に い っ た の か 。これは『箚記』の追記で、
女 士 謂 余 曰 ：「日本之犯中國之中立也，中國政府不之抗拒，自外人觀之， 
似 失 國 體 。然 果 令 中 國 政 府 以 兵 力 拒 之 ，如 比 利 時 所 爲 ，其 得 失 損 益 雖  
不 可 逆 料 ，然 較 之 不 抗 拒 之 所 損 失 ，當 更 大 千 百 倍 ，則 可 斷 言 也 」，余因以 
訥 博 士 之 語 （見本‘卷 第 一 五 則 ）告 之 ，並 告 以 吾 「秋 柳 」之 詩 ，女士亦以爲 
此 中 大 有 眞 理 。
[女 史 私 に こ の よ う に 言 っ た ：「日本が中国の中立を犯し、中国政府が 
こ れ に 抵 抗 し な い 、外 国 人 と し て こ れ を 見 る と 、すで に 国 の 威 信 を  
失 っ て い る よ う で あ る 。し か し 中 国 政 府 を し て 武 力 で こ れ を 拒 否 す  
る こ と は 、ベ ル ギ ー の お こ な っ た こ と の よ う に ，その得失損益は予測 
で き な い が 、これ を 拒 否 し な い 場 合 の 損 失 と 比 較 す れ ば 、当然百倍、 
千 倍 に な り 、こ れ は 断 言 で き る 」、私 は 博 士 の 意 見 を 受 容 し （本巻第 
十 五 則 を 見 よ ）彼 女 に 伝 え 、私 の 〈秋 柳 〉の詩を伝え、女史はまたこの 
中の大 い な る 心 理 を 思 っ た 。]
当 時 日 本 か ら 攻 撃 を さ れ て い た 中 国 の 行 動 を 述 べ た 箇 所 で あ る 。留学 
生 の 間 で も 日 本 に た い し て 猛 烈 な 抗 議 行 動 が あ っ た が 、その中で胡適は
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抗 議 な ど は せ ず 、学 生 は じ っ く り 学 習 す べ き と い っ て 、中国人留学生か 
ら 猛 反 発 を 食 ら っ た こ と が あ る 。そ の こ と を 語 る と 同 時 に 胡 適 は ク リ フ  
ォ ー ド •ウ イ リ ア ム に 〈秋 柳 〉'を 送 っ た の だ 。
「去 國 集 」で は ク リ フ ォ ー ド •ウ イ リ ア ム の 名 前 は 出 て こ な い が 、このよ 
う な 経 緯 が あ る 以 上 、この詩にはクリフォード•ウイリアムへの思いもあ 
る と 考 え て い い だ ろ う （13)。
次 に 〈相 思 〉を 見 て い く 。「去 國 集 」で は 、作 成 時 期 の 記 載 は な い が 、『箚 
記』で は 1 9 1 5 年 1 0 月1 3 日に同題である。「去國集」〈相 思 〉では、
自我 與 子 別 ，於 今 十 日 耳 。奈 何 十 日 間 ，两夜夢及子？
前 夜 夢 書 來 ，謂 無 再 見 時 。老 母 日 就 衰 ，未可 遠 別 離 。
昨 夢 君 歸 來 ，歡喜臨 江 坐 。語 我 故 郷 事 ，故人頗思我。
吾 乃 無 情 人 ，未 知 愛 何 似 。古 人 説 「相 思 」，無乃頗類此？
[我 、子 と 別 れ て よ り /今 に 於 い て 十 日 の み /十 日 間 を 奈 何 せ ん /两  
夜 、夢 子 に 及 ぶ ？前 夜 夢 に 書 來 り て /謂 う 、再 見 の 時 無 し と 。/老 母  
日 に 衰 と 就 り / 未 だ 遠 く 別 離 す 可 か ら ず /昨 夢 、君 歸 り 來 り て /歡  
喜 し 、江 に 臨 み て 坐 す /我 に 故 郷 の 事 を 語 り /故 人 、頗 る 我 を 思 う / 
吾 乃 ち 無 情 の 人 /未 だ 愛 何 に 似 る か を 知 ら ず /古 人 「相 思 」を 説 き / 
乃 ち 頗 る 此 に 類 る な し や ？]
胡 適 が あ る 人 と 離 れ 離 れ に な っ て い る 様 子 を 切 々 と 詠 っ て い る 珍 し い  
詩 で あ る 。こ の 頃 胡 適 は イ サ カ の イ エ ー ル 大 学 か ら ニ ュ ー ヨ ー ク の コ ロ  
ン ビ ア 大 学 に 移 っ て き た ば か り で あ っ た 。そしてクリフォード•ウイリア 
ム は ニ ュ ー ヨ ー ク に 居 た ら し い が 、胡 適 と 入 れ 替 わ る よ う に イ サ カ に 戻  
ったので あ る 0
そ の ク リ フ ォ ー ド •ウ イ リ ア ム と の 別 れ を 惜 し ん だ 詩 で あ り 、哀傷の思 
い を 直 接 的 に 述 べ て い る 。し か し 「去 國 集 」、『箚 記 』ともに序など説明な 
ど 一 切 な く 、詩 だ け が あ る の み で 、読 者 に は こ の 詩 の 真 意 は わ か る は ず  
もなかった。
この二首は他の詩が何らかの実 験 や 思 想 の 進 歩 の 過 程 を 表 し て い る の  
に た い し 、そ の よ う な 意 味 合 い は 持 っ て い な い 。こ れ ら は 胡 適 の 留 学 時  
代 の 個 人 的 な 思 い 出 の 一 つ と し て 収 録 し て い て の で は な い か 。
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以 上 『嘗 試 集 』の 付 録 で あ る 「去 國 集 」の一 部 を 見 て き た 。「去 國 集 」の作 
品 は ア メ リ カ 留 学 中 、そ れ も 1 91 6 年 以 前 の 文 言 の 詩 詞 で あ る が 、単なる 
古 典 詩 、古 典 飼 で あ っ た わ け で は な い 。「去 國 集 」は、古典詩から新詩への 
実 験 場 で あ っ た 。
そ の 作 品 の 実 験 内 容 は 、① 題 材 の 多 様 化 （〈耶 蘇 誕 節 歌 〉〈大 雪 放 歌 〉）、 
② 転 韻 体 （〈久 雪 後 大 風 寒 甚 作 歌 〉〈哀 希 臘 歌 T he  Is les  o f G re e ce 〉 
〈老 樹 行 〉〈送 梅 觀 莊 往 哈 佛 大 學 〉）、③ 「写 実 」「真」「達 意 」（〈哀 希 臘 歌 T h  
e Is les  o f  G reece〉〈游 影 飛 兒 瀑 泉 山 作 〉〈自殺篇〉）、④ 段 落 分 け （〈自 
殺 篇 〉〈將 去 綺 色 佳 、叔 永 以 詩 贈 別 。作 此 奉 和 。即 以 留 別 〉〈沁 園 春 〉）、⑤詩 
界 革 命 （〈臨江仙〉）、⑥ 外 国 語の使用、文 学 革 命 （〈將 去 綺 色 佳 、叔永以詩贈 
別 。作 此 奉 和 。即 以 留 別 〉〈沁 園 春 〉〈送 梅 觀 莊 徃 哈 佛 大 學 〉〈沁 園 春 誓  
詩〉）、⑦ 胡 適 之 体 (〈老 樹 行 〉）の七つが挙げられる。
そ し て 胡 適 の ア メ リ カ 留 学 時 代 の 思 い 出 を 綴 っ た 詩 で あ る 〈秋 柳 〉〈相 
思 〉が あ る 。し か し こ の 論 文 で は 〈満 庭 芳 〉〈秋 聲 〉の 「去 國 集 」における意 
味 は よ く わ か ら な か っ た 。今後の課題としたい。
そ の 後 の 留 学 時 代 の こ と は 『逼 上 梁 山 一 文 學 革 命 的 開 始 』に詳しく記載 
さ れ て い る 。あ た か も ア メ リ カ 留 学 時 代 の 前 半 部 分 を 「去 國 集 」で 、後半 
部 分 を 『逼 上 梁 山 』で表しているようである。
ま た 初 版 で 掲 載 さ れ た 〈去 國 行 二 章 〉〈翠 樓 吟 〉〈水 龍 吟 •綺 色 佳 秋 募 〉 
〈游 影 飛 児 瀑 泉 山 作 〉〈送 許 肇 南 先 甲 歸 國 〉〈墓門行〉〈水 調 歌 頭 今 別 離 有  
序 〉の7作 品 が 四 版 で は 削 ら れ た 理 由 も 確 実 な こ と は い え な い が 、前述し 
た よ う に 、一 つ と し て 、1 9 2 2 年になると白話詩の勢力が徐々に大きくな 
り、こ れ ら の 実 験 的 な 要 素 に 乏 し い 詩 の 存 在 価 値 が な く な っ て し ま っ た  
こと。二 つ 目 に は 、友 人 た ち 一 任 叔 永 、陳 莎 菲 、魯 迅 、兪平伯一の助言に 
より、削 除 し た と考えられる。
更 に も う 一 つ 大 き な 問 題 が 残 る 。この「去 國 集 」は 『嘗 試 集 』の付録であ 
り、これを読む人々に胡適自身の文学思想の変遷を示す作品である。しか 
し 「去 國 集 」だ け を み て い る だ け で は 、中々その思想の進展状況がはっき 
り わ か ら な い 。や は り 『箚 記 』と 比 べ て 初 め て わ か る も の で あ ろ う 。とこ 
ろ が こ の 『箚 記 』が 出 版 さ れ た の は 1 9 3 9 年 で あ る 。当 然 『嘗 試 集 』が出版
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さ れ た 頃 に は 『箚 記 』は存在しない。
そ も そ も 『箚 記 』は 留 学 中 の 日 記 な の だ が 、『箚 記 』巻三の初めに以下の 
よ う な 文 章 が あ る 。
吾 作 日 記 數 年 ，今 不 幸 中 輟 ，已 無 可 復 補 ；今 以 箚 記 代 之 ：有 事 則 記 ，有 所  
感 則 記 ，有 所 著 述 亦 記 之 ，讀 書 有 所 得 亦 記 之 ，有 所 遊 觀 亦 略 述 之 。自傳 
則 吾 豈 敢 ，亦以備他日昆弟 朋 友 省 覽 焉 耳 。
[私 は 日 記 を 数 年 書 い て い た が 、不 幸 に も 中 断 し て し ま っ た 、今箚記 
を こ れ の 代 わ り と し 、事 あ れ ば そ れ を 記 し 、感 じ る こ と が あ れ ば そ  
れ を 記 し 、著 述 す る こ と が あ れ ば 、ま た そ れ を 記 し 、書 物 を 読 み 、得 
る こ と が あ れ ば 、ま た こ れ を 記 し 、遊 覧 す れ ば 、ま た こ れ を 慨 述 す  
る。自 伝 を 私 が ど う し て 敢 え て 書 こ う か 。後 日 こ れ を 、兄 弟 、友人が 
読 む こ と に 備 え る だ け で あ る 。]
後 日 、友 人 ら に 見 て も ら う こ と を 前 提 に 『箚 記 』を 書 い て い る の で あ  
る。実 際 1 9 1 5 年 2 月 1 1 日〈詩貴有真〉には、
張 子 髙 （準 ）索 觀 箚 記 。閲後 寄 長 書 ，頗 多 過 譽 之 詞 。
[張 子 髙 （準 ）が 箚 記 を 読 ん だ 。読 ん だ 後 、長 い 手 紙 を 寄 せ て 、それに 
は 多 く の 過 分 の 賞 賛 の 言 葉 が あ っ た 。]
実 際 に 張 準 が 『箚 記 』を 見 て 、胡 適 に 賞 賛 の 手 紙 を 送 っ て い る 。留学中 
に 胡 適 は 『箚 記 』「嘗 試 集 」「去 國 集 」を 友 人 に 見 せ て お り 、帰 国 後 も 『嘗試 
集 』を銭玄 同 に 見 せ て い た よ う に 、『箚記』も帰国後新たにできた友人達に 
見 せ て い た こ と は 十 分 に 考 え ら れ る 。と な れ ば 事 前 に こ の 『箚 記 』を見た 
人 間 に よ り 焦 点 を 当 て て 「去 國 集 」を 示 す こ と に よ り 、胡適自身が如何に 
文 言 か ら 白 話 に 移 行 し た か .、そ の 発 展 の 様 子 を 如 実 に 友 人 達 に 語 る こ と  
が で き た の で は な い で あ ろ う か 。
『嘗 試 集 』は 、白 話 詩 の 成 果 で あ る 「嘗 試 集 」、文 言 詩 詞 か ら 白 話 詩 詞 へ  
の 発 展 段 階 の 作 品 集 で あ る 「去 國 集 」か ら 成 り 、「嘗 試 集 」はこれから白話 
詩 を 書 こ う と す る 若 者 に 向 け ら れ 、「去 國 集 」は、す で に 古 典 の 教 養 を 身  
に つ け た 人 間 に 向 け ら れ た作品集であったと言えよう。
〈注 〉
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(1) 『蔵 暉 室 箚 記 』1 9 3 9 年 、上 海 亜 東 図 書 館 か ら 出 版 。後 1 9 4 7 年商務院書館から
『胡 適 留 學 日 記 』と 改 称 さ れ て 出 版 さ れ た 。
(2 ) 『箚 記 』19 11 年 9 月8 日 に 「寫 去 國 後 之 詩 詞 爲 『天 半 集 』」と 有 る 。これが最初
の 詩 集 の 記 述 で あ る が 、これ以後は出てこない。
(3) 19 18年 、『新 青 年 』第 四 卷 二 号 に 「嘗 試 集 序 」と 題 して発表された。
(4) 『嘗言式集』は 、初 版 は 1 9 2 0 年 3 月、再 版 は 1920 年 9 月、四 版 は 1 9 2 2 年 1 0 月に
そ れ ぞ れ 亜 東 図 書 館 か ら 出 版 さ れ た が 、第 三 版 は 未 見 。し か し 『胡 適 全 集 』 
第 10巻 （李 羨 林 主 編 、安 徽 教 育 出 版 社 、2 0 0 3 . 9 ) 「整 理 説 明 」で 「1 9 2 1 年的 
“ 三 版 ’’ 与 “ 二 版 ” 相 同 」とあり、出版 さ れ て い る 。
(5) 初 版 の 「去 國 集 」と 再 版 の 「去 國 集 」の 異 同 箇 所 は な い 。
(6) 〈江 上 〉は 初 版 『嘗 試 集 』第 一 編 、〈礼 〉は 四 版 『嘗 試 集 』第 三 編 に あ り 、削除され 
て い な い 。
(7) 『胡 適 文 集 9 』（欧 陽 哲 生 編 、北京大学 .出版社、1 9 9 8 年 1 1 月）に 依 れ ば 、「去國 
集 」の 作 品 の 多 く は 、『留 美 学 生 季 報 J (最 初 の 雑 誌 名 は 『留 美 学 生 年 報 』〈以下 
『留 美 年 報 』と 略 称 〉、1 9 1 4 年 3 月 に 『留 美 学 生 季 報 』と 改 称 。〈以 下 『留美季 
報 』と略称〉）に 発 表 さ れ て い る 。以 下 に 掲載時 期 を 挙 げ る 。
(I) 〈去 國 行 〉1913年 1月 、『留美年 報 』第二年 本 。
⑵ 〈翠 樓 吟 〉1 914 年 1 月 、『留美年 報 』第 三 年 本 。
⑶ 〈水 龍 吟 •綺 色 佳 秋 暮 〉1914年 1 月、『留美年報』第 三 年 本 。
⑷ 〈耶 蘇 誕 節 歌 〉1914年 1月、『留美年 報 』第 三 年 本 。
(5)〈大 雪 放 歌 〉1914年 3 月、『留美季報』春 期 第 1号 。
⑹ 〈久 雪 後 大 風 寒 甚 作 歌 〉1914年 1月、『留美年報』第三年 本 。
⑺ 〈游 影 飛 児 瀑 泉 山 作 〉19 15年 6 月、『留美季報』夏 期 第2号 。
⑻ 〈自殺篇〉1 914 年 9 月 、『留美季 報 』秋 期 第 3号 。
⑼ 〈送 許 肇 南 先 甲 歸 國 〉1915年6 月、『留美季 報 』夏 期 第2 号 。
⑽ 〈墓 門 行 〉1 915 年 6 月 、『留美季報』夏期第2号 。
(II) 〈満 庭 芳 〉1 9 1 5 年 9 月 、『留美季報』秋 期 第 3号 。
(12)〈水 調 歌 頭 今 別 離 有 序 〉1917年 3 月、『留美季 報 』春 期 第 1号 。
⑽ 〈臨 江仙〉1917 年9 月 、『留美季 報 』秋 期 第 3号。
(14)〈將 去 綺 色 佳 、叔 永 以 詩 贈 別 。作 此 奉 和 。即 以 留 別 。>1917年 9 月 、『留美 
季 報 』秋 期 第 3 号 。 .
㈣ 〈沁 園 春 誓 詩 〉1917年 3 月、『留 美 季 報 』春 期 第 1号。
以 上 、15作 品 が 発 表 さ れ て い る が 、筆 者 は 『留 美 年 報 』『留 美 季 報 』の全巻は 
未 見 。た だ 『留 美 季 報 』民 国 三 年 三 月 第 一 年 春 期 の み 手 に 入 り 、そ の 中 で は
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「去 國 集 」の 〈大 雪 放 歌 〉が 、任 叔 永 の 「歳 暮 雜 詠 四 首 」の 後 に 「大 雪 」と題を変 
え 、収 録 さ れ て い る 。序 文 、詩 と も に 異 同 が 見 ら れ る の で 、以 下 に 挙 げ る 。
大 雪 有 序  胡適
民 國 三 年 元 旦 後 一 日 任 叔 永 有 歳 暮 雑 詠 之 作 余 謂 叔 永 毎 成 四 詩 當 以 一 詩 奉  
和 明 日 叔 永 果 以 五 古 四 章 來 索 和 其 詩 皆 老 練 雅 潔 非 余 所 能 望 其 肩 背 以 有 宿  
諾 不 容 食 言 因 追 敍 歳 暮 大 雪 景 物 作 七 古 一 章 淺 陋 何 足 言 詩 惟 去 國 日 久 國 學  
荒 落 偶 有 所 吟 咏 但 押 韻 脚 輙 復 自 喜 不 忍 焚 棄 豈 所 謂 空 谷 不 聞 足 音 見 似 人 而  
喜者耶
往 歳 初 冬 雪 載 塗 。今 年 聖 誕 始 大 雪 。天 工 有 意 弄 奇 詭 。積 久 迸 發 勢 益 烈 。夜 
深 飛 屑 始 叩 窗 。侵 暁 積 絮 可 及 膝 。出 門 四 顧 喜 欲 舞 。山 與 天 接 不 可 別 。疏林 
小 市 迷 遠 近 。瓊 瑤 十 里 供 大 閲 。眼 前 諸 松 耐 寒 歳 。虬 枝 雪 壓 垂 欲 折 。窺人松 
鼦 寒 可 憐 。覓 食 凍 雀 蹟 亦 絶 。毳 衣 老 農 朝 入 市 。令 令 痩 馬 駕 長 橇 。道逢相識 
遙 告 語 。明 年 麥 子 未 應 劣 。路 旁 謹 呼 小 兒 女 。冰 槳 鐵 屐 手 提 挈 。昨夜零下二 
十 度 。湖 水 凍 合 堅 可 滑 。客 子 踏 雪 来 復 去 ，朔 風 齧 膚 手 皴 裂 。歸 來 烹 茶 還 賦  
詩 。短 歌 大 笑 忘 日 映 。開 窗 相 看 两 不 厭 。清 寒 已 足 消 内 熱 。百 憂 一 時 且 棄 置 。 
吾 輩 不 可 負 此 日 。
(8) 19 1 4 年 5 月3 1 日 〈山 谷 之 三 句 転 韻 体 詩 〉で は 、黄 庭 堅 の 「觀 伯 時 畫 馬 」、1915 
年 2 月 1 1 日 〈三 句 転 韻 体 〉で は 、元 結 の 「中 興 頌 」、蘇 軾 の 「次 韻 和 山 谷 畫 馬 試  
院 中 作 」を 三 句 転 韻 体 の 例 と し て 挙 げ て い る 。
(9 ) 梁 啓 超 「新 中 国 未 来 記 」第 四 回 「旅 順 鳴 琴 名 士 合 并 楡 關 題 壁 美 人 遠 游 」に第 
一 節 と 第 三 節 の 原 文 と 訳 が あ る 。蘇 曼 殊 は 、1 9 0 8 年 の 「文 学 因 縁 」の中にバ 
イ ロ ン の 訳 詩 が あ り 、馬 君 武 は 1 9 0 5 年 『新 文 学 』に 訳 詩 が あ る よ う だ が 、両 
者 と も 未 見 。
(10 ) 光 緒 二 十 七 年 （1 9 0 1 年 ）十 月 二 十 一 日 、『清 議 報 』第 九 十 九 冊 、「飮氷室自由 
書 」に 〈煙 士 披 里 純 （IN S P IR A T IO N )〉が ある。
(11) 文 学 に 関 し て の 議 論 が 本 格 的 に 始 ま っ た の は 、19 16年 の 初 頭 か ら で あ る 。 
『逼 上 梁 山一文学 革 命 的 開 始 』第 三 章 、『蔵 暉 室 箚 記 』1 9 1 6 年 2 月3 日 〈與梅 
觀 莊 論 文 學 改 良 〉に 詳 し い 。〈與 梅 觀 莊 論 文 學 改 良 〉で は 「與 觀 莊 書 ，論前所 
論 〈詩 界 革 命 何 自 始 ，要 須 作 詩 如 作 文 〉之 意 。略 謂 今 日 文 學 大 病 ，在於徒有形 
式 而 無 精 神 ，徒 有 文 而 無 質 ，徒 有 鏗 鏘 之 韻 貌 似 之 辭 而 巳 。今 欲 救 此 文 勝 之 弊 ， 
宜 從 三 事 入 手 ：第 一 ，須 言 之 有 物 ；第 二 ，須 講 文 法 ；第 三 ，當 用 文 之 文 字 （觀莊 
書 來 用 此 語 ，謂 P rose  d ic t io n 也 ）。時 不 可 避 之 。三 者 皆 以 質 救 文 勝 之 敝  
也 」、とあり、文 の 文 字 を 詩 に 用 い る か ど う か が 論 争 の 発 火 点 と な っ た 。
(12 ) ク リ フ ォ ー ド •ウ イ リ ア ム に つ い て は 、藤 井 省 三 氏 「恋 す る 胡 適 ー アメリカ
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留 学 と 中 国 近 代 化 論 の 形 成 一」（『岩 波 講 座 現 代 思 想 2 2 0 世 紀 知 識 社 会 の  
構 図 』1 994 年 8 月2 9 日所収）を参照されたい。
( 1 3 ) 「秋 柳 」は 『胡 適 口 述 自 伝 』第 四 章 「青 年 期 的 政 治 訓 練 」の《対 世 界 主 義 、和平 
主 羲 和 国 際 主 義 的 信 仰 》で 「老 子 對 我 幼 年 的 思 想 影 響 根 深 。記得我在一九〇 
九 年 （淸 宣 統 元 年 ，己 酉 ）作 了 一 首 詠 〈秋 柳 〉的 詩 。這 是 一 首 絶 句 ，在 這 詩 前 的  
小 序 上 ，我 寫 道 ：〈秋 日 適 野 ，見 萬 木 皆 有 衰 意 ,而 柳 以 弱 質 ，際 茲 高 秋 ,獨 能 迎 風  
而 舞 ，意 態 自 如 。豈 老 氏 所 謂 能 以 弱 者 存 耶 ？感 而 賦 之 。〉」、『四 述 自 述 』「在上 
海 （二 ）」に も 「秋 柳 有 序 （己 酉 ）、秋 日 適 野 ，見 萬 木 皆 有 衰 意 ，而 柳 以 弱 質 ，際 
茲 高 秋 ，獨 能 迎 風 而 舞 ，意 態 自 如 。豈 老 氏 所 謂 能 以 弱 者 存 耶 ？感 而 賦 之 。但見 
蕭 颼 萬 木 摧 ，尚 餘 垂 柳 拂 人 来 。西 風 莫 笑 長 條 弱 ,也 向 西 風 舞 一 囘 。（西 風 莫 笑 ， 
原 作 「憑 君 漫説」，民 國 五 年 改 。長 條 原 作 「柔 條 」，十 八 年 改 。）」と、それぞれ言 
及 箇 所 が あ る 。
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